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規 
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鷗 

外 

和田茂樹

.

子
規
の
「はてし
らず
の記」
と芭蕉
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例 

会

十
二
月
例会
(第
五
五
〇
回

)

昭
和
六
十
三
年
十
二
月
十
九
日
(
月)
正宗寺本堂 

出
席
二
十
七
名 

浦
屋薫

幹
事
の
司会

に
よ
り
開会
。

講
演
「連
歌
の
世
界
」

子
規
博学

芸
員
 

石
丸
 

耕

一

一
月
例
会
(
第
五
五
一
回

)

平
成
元
年
一
月
十
九
日
(
木)
道
後
公
民
館
出
席 

六
十
ニ
名

浦
屋
幹
事
司会

に
よ
り
開会
、
金
村
治
三
郎
副会

長
あ 

い
さ
つ
に
つ
づ
い
て
講
演
。

講
演
「あ
る数

奇
な
る
人
生
1

天
田
愚
庵
の
生
涯
—
」 

幹
事 

越
智
 

通
敏
 

終
わ
っ
て
新
年
懇
親会

を
開
く
。

な
お
、
こ
の
た
び
、
幹
事
風戸

始
氏
の
著
書
「子
規

. 

漱
石写
真

も
の
が
た
り
」
を
松
山
子
規会

叢
書

21
と
し
て 

発

刊
、
和
田
茂
樹
副会

長
よ
り
紹
介
が
あ
っ
た
。

|

月
例
会
(
第
五
五
二
回

)

平
成
元
年
二
月
十
九
日
(
日)
正
宗
寺
本
堂
出
席 

二
十
八
名 

浦
屋薫

幹
事
の
司会

に
よ
り
開会
。

講
演
「霽
月
と
赤
木
格
堂
」

幹
事 

足
立
 

修
平



子

規

と

 

鷗

外

子
規
を
め
ぐ
る
文
人
群
像
中
、
別
格
の
人
と
し
て
木

^
!

^
が
い
る
。3¢

：  

と
子
規
と
の
出会

か
ら
、
そ
の
後
の
風
交関

係
が
次
第
に
明
ら
か
に
な
っ
た 

の
で
、
子
規
さ
ん
へ
の
報
告
と
し
て
お
話
し
ま
し
よ
ぅ

0 

X

！！
外
の
婁
談

古
賀蔵

人
さ
ん
が
「子
規
居
士
と

8
¢

；
漁
史
」

「
「同
人
」
昭
和
8

年
9
 

10
月
)

に
お
い
て
、̂

還
至
談
と
し
て
、
次
の
よ
ぅ
な挿

話
を伝

え
ら
れ 

て
い
る
。正

岡
と
い
ふ
男
は
よ
く来

た
も
の
だ
が
、
面
白
い
男
だ
っ
た
。
話
を 

し
な
が
ら体

を
こ
す
つ
て
垢
を
出
し
、
そ
れ
を
左
の
掌
に
の
せ
て
丸薬
 

を
こ
し
ら
へ
、
右
の
中
指
と
拇
指
と
で
は
ね
を
作
っ
て
庭
を
め
が
け
て 

弾

き
出
し
た
も
の
だ
。(
「明
星
し
大
正
じ
年
了
月
…

…
1

万
里) 

と
、
塞
万
里
の
記
事
を
祖
述
し
て
い
る
。
が
、
そ
の
時
期
は
明
白
で
な
い 

と
の
こ
と
で
あ
る
。
私
は
、
こ
の
話
に
驚
き
を覚

え
、関

心
を
深
め
る
因
と 

な
っ
て
い
っ
た
。

の
長
男
木
健
蒐
も
、
最
近
の
「文
芸

#

^
」
に
、団

子
坂
に
移
る
以 

前
、
千駄

森
五
十
七
蠢
時
代
の
こ
と
だ
と
い
う
。
こ
の
記
事
は
、
木
下 

空
太
郎
「木
先
生
に
就
い
て
」

(

「文
芸
蠢
」
昭
和
8

年
2

月
)
中 

に
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
確
か
な実
証

は
な
い
が
、
古
賀
さ
ん
は
、
こ
の説

に
和 

田
茂
樹

従

う
と
す
れ
ば
、
少
く
と
も
二
十
三
年
秋
か
ら
二
十
五
年

^

I

の
間
に
、
子 

規
と
！̂
と
の
交渉

が
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
子
規
の
明
治
二
十
八 

年
の
「病
牀
日
誌
」
か
ら
、
二
人
の
友
交
は
「
柵
草
紙
」
時
代

(

〜
2723
¢¢

84
朋
)

に
は
じ
ま
り
、

「め
さ
ま
し
草
」
創
刊
を
機縁

と
し
て
親
し
み
を
加 

え
た
と
五
〇

も
前
に
推
論
さ
れ
て
い
る。

〕

於冤

は
、
明
治
ニ
士
ニ
年
十
月
九
日
誕
生
、

费
は
こ
の
月
妻
赤
松
氏
と 

離
婚
し
、
本郷

駒込

千駄

木
町
五
十
七
番
地
に
移
住

(
千
證
房
)
、
同
ニ
ー
 

十
五
年
一
月
三
十
一
日
同
地
二
十
一
番
地

(団

子
坂
の
上)
に
移
住
、
父
母 

祖
母
も
千
住
か
ら
移
る
。
別
に
二
階
を
建増

し
て
蠢楼

と称

し
て
ぃ
る

0 

し
た
が
っ
て
、
こ
の挿

話
は
母
堂
が
同
居
し
た
明
治
二
十
五
年
二
月
以
降 

の
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、
碧
梧
桐
は
子
規
の
「麼

に
つ
い
て
次
の
よ
う
に

41̂

し
て 

い
る
。
(

『子
規
の
回
想
』
余
論
「癖
」
昭
和

19
年
6

月
刊)

舞
全
集
に
、
指
や^#

の
垢
を
丸
め
て
は
、そ
こ
らぢ
う
へ
は
ぢ 

く
、
如
何
に
も
汚
な
ら
し
い
癖
の
あ
つ
た
や
う
に
書
い
て
あ
る
が
、
少 

し
仰
山
な
ば
か
り
か
、
人
違
ひ
で
な
い
か
と
さ
へ
、
我々

に
は
思
は
れ 

る
。
子
規
は
風
爭
き
で
な
く
、
七
日
に
一
度
十
日
に
一
度
と
い
ふ
位 

で
あ
つ
た
か
ら
、
無
論
小
ざ
つ
ば
り
し
て
ゐ
る
方
で
は
な
か
っ
た
が
、



ま
さ
か
人
を
訪
問
し
て
其
の
主
人
側
の

18̂

き
へ
丸薬
を
散発
す
る
な 

ど
の、
無
：
^

を
演
じ
る
人
で
は
な
か
つ
た。
ど
う
で
も
い、
や
う
な 

こ
と
で
は
あ
る
が、
一応
は
子
規
の

I

の為
め
に
弁
護
し
て
置
き
た 

，
い
の
で
あ
る。(下
略)

衣
物
の
着
方
、
蠢
の
食
べ
方
な
ど
、
多
少
言
及
し
て
は
い
る
が
、

「子 

！

は
癖
ら
し
い
癖
は
な
か
つ
た
」
と
い
っ
て
い
る
。

子
規
が1

を
訪
問
し
た
時
期
に
つ
い
て
は
、

‘後
述
し
よ
う
。

3

子
規
の
藍8
観

明
治
二
十
四
年
八
月
三
日
漱
石
か
ら
子
規
あ
て
の
！

I鼂
に
よ
れ
ば
、
子
規 

は「
一

丈
余
の
長
文
」
で
、
漱
石
の
—

発

心
に
つ
い
て
の
所
見
を
述
べ
、 

俳
—

首
と
木—

行
の
「岐—

詩
三
十
首
」
を—

。
漱
石
が1

の 

0̂
5

をほめたことに対
し、

大兄の怒
^
一惹き申訳
も無 

之
」
と
漱
石
は
こ
と
わ
^

|

い
っ
て
い
る
。

「劈
の
作
」
と
は、
次
の
い
ず
れ
で
あ
ろ
う
か。

「舞姫
」

〔3
民
之
友
」
附録
、
劈
賺

太
郎
、
23
年
1

月
3

日
)

「う
た
か
た
の
翌(「
柵
草
紙
し
烈
年^^月
於
日)

「文
づ
か
ひ
」

〔

^
*
*
I
¢
:
*」

24
年
1

月
28
日
)

漱
石
は
二
短

|

零
読

み
「
1

を
雲
に
得
、
思
想
を
其
爭
問
に
得
、
行 

文
は
漢
文
に
胚
胎
し
て
和
俗
を
混
淆
し
た
る
者
」
と
し
、

「

|

種
沈欝

奇
雅 

の
特
色
」
あ
り
と
認
め
て
い
る
が
、
作
品
は
明
ら
か
で
な
い
。

明
治
二
十
四
年
八
月
文
科
大学
英
生
漱
石
の3

^
&
I

習
！一 #!

に対
し、 

国

文
科
生
子
規
は
ま
だ
劈
の
濃
を
認
識
せ
ず
、
む
し
ろ
無
視
し
て
い
る 

状
況
で
あ
つ
た
と
い
え
よ
う。

明
治
二
十
六
年
四
月
子
規
は
「文
界
八
つ
あ
た
り
」
に
お
い
て
、
明
治
の 

銳
は

「当

世
書
生
1

」
に
は
じ
ま
り
、〇

浮
#1

1
1

「色
懺
悔
」
か
ら
露 

伴
.！

|

^
を
あ
げ
、
大
醫
日
，
1

5

朝
日
，国
会

の
三
新
聞
の
劣
買
占 

策
に
よ
り
、
逍遥-3

^

 
,
紅
1

の
三
派
以
外
は
、
そ
の
海
食
に
な
っ
て 

い
る
と
い
い
、
ニ
8

に
初
め
て̂

の
^
^
家
と
し
て
の
位
置
を
確
認
し 

て
い
る
。
し
か
し
、
交
友
麗
に触

れ
た
裏
は
な
い
。

日
日
震争
と
肇

昭
和
五
十
年一月
刊
「^

全
集
第
三
十
五
卷
」
に掲

載
さ
れ
た

1|
外
の

「徂

征
日
！
^

に
よ
っ
て
、
子
規
と
^

^

と
の
出会

が
、
明
治
二
十
八
年
五 

昼

日
.

十
日
と' 
初
め
て
明
ら
か
に
な
っ
た
。

明
治
二
十
七
年
八
月
一
日清
国

に対

し
官

^

¢
1、

费

は
、
同
月
ニ
十 

七
日
中
路
兵
站
軍医

部
長
に
任
命
さ
れ
、
朝
鮮
釜
山
へ
。
十
月
一
日
第
二
軍
兵 

站
軍医

部
長
。
同
十
六
日
宇
品
か
ら
出
征
、
十

|

月
三
日
大
連
か
ら
^
屯丨
 

旅
順
ロー

嚮
屯
と
移
酃

明
治
二
十
八
年
の
動
向
を対

比
、
月
日

.

記
事
を
略
記
し
よ
ぅ
。

(月
日)
(

劈
) 

(子
規)

3
 
.
17
箱
へ 

4
 
.
10
宇
品
、
海
城
丸
で
出
港

4
 
.
21
陸

軍

軍

医

監
14
篇
屯
上
陸
、
金
州
へ

5
,

4
 

2

醫
規来

り
訪
ふ
俳
諧
の
事
を
零

と
歌
仙
一—

物
す
」
(

「徂

征
日
記」
)

5会
8

〔構
和
な
る
〕

5
 
.
10

「麗
成
れ
り
と
云
ふ
報
に
接
す
、
子
規来
り
別
る、几
董
ら
の

歌
仙
一巻

を
重
日
し
て
我
に
贈
る
」

(

「徂

征
日
記」
)



5
 
.
18
大
連発
 

5
 
.
22
蠢
に帰

還 

9
 
.
22
台
：
^

#
、

乱

屋
 

10. 
4

1

示
看 

10
-
31
軍医
学
^

^

5
 
.
15
麗
屯発

、
佐
震
丸

17
8
-
4

で
喀
血

23
和
田
岬
上
陸
神戸

病
院

7
 
.
23
〜

8
 
.20
須
一̂

 院

8
 
.
24
〜
10.
18
松
山
で
療
養 

10.
31
5

警

右
の
五
月
四
日
と
十
日
の
「
」内

は
、

3
¢

；

の
日
記
」
中に登 

場
す
る
子
規
と
の
交
友
記
事
で
あ
る
。

二
人
の
出会

は
、
金
州
に
お
い
て
、

1

は
三
月
十
七
日
か
ら
五
月
十
七 

日
？
の
ニ
か
月
、
子
規
は
四
月
十
四
日
か
ら
五
月
十
日
のー

月
足
ら
ず
の
駐 

屯滞

在
中
の
こ
と
で
、
子
規
と
し
て
も
奇
遇
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

「徂

征
日
記
」
五
月
四
日
の条

の
！！

^

^

^来

り
問
ふ
」
は
、
も
し
熟 

知
の
仲
な
ら
、
す
で
に
俳
人
子
規
と
し
て
文
壇
で
も
知
ら
れ
て
い
る
の
で
、 

2

岡
子
規
」
と
書
い
た
で
ぁ
ろ
う
。
智
面
な
の
で

3

醫
規
」
と
書 

き
、

「俳
譜
の
事
を
談
ず
」
と
そ
の対

談内

容
を
記
し
た
し
、
俳
諧
へ
の
意 

1

问
ま
り、
夜
歌
仙
一巻

を髪

と巻

い
た
と
思
わ
れ
る
。
他
に
歌
仙
を 

巻

い
た
例
が
な
い
だ
け
に
、
よ
ほ
ど
^

の
創
作
欲
を
あ
お
っ
た様

子
が
窺 

わ
れ
る
。
五
月
十
日
に
は
「子
規来

名
る
」
と

锂

一 :'

で
記
し
、

「几

童
ら 

の
歌
仙
一巻
」
を
、戦

地
で
あ
り
な
が
ら
子
規
は
「雲

」
し
て
劈
に
贈 

っ
て
ぃ
る
。
金
州
に残

留
し
、
無
聊
の
日々

を
宏
る
題
外
を
想
ぃ
、
歌
仙
を 

巻

い
た
と
い
う
の
で
、
子
規
も
亦

8
^

の
話
に̂
!

し
て
、
蕪
村
一
派
の几
 

董
ら
の
歌
仙
一巻

を
書写

し
て
贈
っ
た
の
で
あ
る
。両

人
の
風
交
は
、
こ
の 

時
点
で
深
ま
っ
て
い
っ
た
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

¢3)
後
日
談—

「病
床
日
誌
」
中
の

8
¢
:、

柳
田国
1

中
の
子
規 

明
治
二
十
八
年
、
劈
と
別
れ
て
一
か
月
後
、
神戸

籠
に
入
ち
た
。

1

暴
に
い
た虚

子
は
看
病
に
か
け
つ
け
、
五
月
二
十
七
日
以
後
の
覆
を
認 

め
た
。
そ
の
「病
床
日
誌
」
に
鷗
外
と
の
出会

に
つ
い
て
語
っ
て
い
る
。

(
六
月)
五
日
(
前
略)昼
(
中
略)

刺
身
一
皿
粥
ニ
杯
を
喫
大
に
い
ち
ご
を
食
ひ
頗
る

^

^
な
る
お
も
、 

ち

な
り
日
いち
こ
と
り
と
は中々

お
も
し
ろ
き
名
な
り

小説

に
す 

れ
は
森8^

な
ど
の
好
む
所
か！
森
に
金
州
に
て会ひ
し
話
をせ
し
や 

余
日產

患
者
日
金
州
の
兵
站
雲
は
森
な
り
と
聞
き
訪
問
せ
し 

に
兵
站
部
長
に
は
非
ず
軍医

！

な
り
し
こ
れ
ょ
り毎

日

1

せ
り 

な
ど
談
話
う
ち
っ

V

'く 
(下
略)

西
洋
い
ち
ご
の
美
味
に
#

0̂

に
な
っ
た
子
規
は
、虚

子
が
朝々

畑
か
ら
新 

鮮
な
い
ち
ご
を
持
っ
て帰

る
趣
に
想
を
馳
せ
、

「苺

と
り
」
に
霞
、
劣
 

に
す
る
な
ら
、
き
っ
と
な
ど
の
好
む
題
材
で
あ
ろ
う
か
と
、
ロ
を
つ
い 

て
の発

言
で
あ
っ
た
。

五
月
三
十
日
西
洋苺

食
う
て
見
た
い

と
の
子
規
の
言
に応

じ
、

「こ
れ
ほ 

き
も
の
な
し
」
と
食
^

復
、
六
月
三
日虚

子
は
畑
か
^

3

ぎ
た
て
の 

I

も
ち
か
え
り
、
子
規
は'1*

1

先
生
に
一
句
、
つ
い
で
ニ
句
と
詠
み
、
翌 

四
日
「如
何
に
も
甘
さ
う
に
食
ふ
」
食
翼
逼
に
、来

神
し
た
碧
梧

^

^
 

心
、
そ
の翌
五
日
、
生
へ
の
活
力
が増

し
た
と
き
に
思
い
つ
い
た
「苺

と
り
」 

の
題
材
か
ら
、1

の
顔
が
浮
か
ん
だ
。

子
規
は
、帰

震
、
金
州
で
劈
に会

っ
た
話
を
初
め
て
し
た
の
で
あ
る
。

「金
州
の
兵
站
部
長
は
森
な
り
と
聞
き
」
の
記
事
は
、
新
聞
記
者
子
規
と
し



て
は
迂
闊
と
い
う
よ
^

0、

こ
の
と
き
ま
で
親
し
く
往来

し
て
い
な
か
っ
た 

と
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
第
二
兵
站
「軍医

部
長
」
と
確
認
し
、

「こ
れ
よ 

り毎

日
訪
問
せ
り
」
の
一
文
は
注
目
す
べ
き
で
、
新
聞
記
者
と
軍医

部
長
と 

0
%

分
上
の
隔
た
り
や
、
軍
の
1

記
者
に対

す
る
乞
食
同
然
の
扱
い
に対
 

す
る
不満

を
超
克
し
、

「

1

の
事
を
談
じ
」
興
じ
あ
っ
た
の
で
、
五
月
四 

日
か
ら
十
日
の
間
、毎

日
の
よ
う
に
訪
問
し
、
急
速
に
親
し
い関

係
に
な
っ 

た
と
い
え
よ
う
。

六
月
九
日
に
は
、
。ハ
イ
ン
ア
ッ
プ
ル
、
翌
日
は鰌

鍋
と
食
欲
進
み
、 

気

分̂
;
虚̂
寒ノ％

-
一二ツイテ注意ヲ与
へニ 

ツ
イ
テ
談
話
其
他雑

談
ヲ
試
ミ
新
著
ニ
ツ
イ
テ
ノ
批
擊
ヲ為

ス
(虚

子
等)

と
、
子
規
は11

6̂

復
に
つ
れ
、
劈
ら
に
つ
い
て
話
を
し
て
い
る
。

次
に
、
鷗
外
の
側
か
ら
の
子
規観

に
っ
い
て
、
柳

0

0

男
の
談
至
岡
子 

褢

が
あ
る
。
(
柳
圈
男
.

折
ロ
信
夫.贫

徹
三
-
風巻

景
次
郎
の
座 

婺
23:

「俳
諧
と
日
妾学

」
中
、

「俳
句研
茜

第

7

蠢
12号
、
昭
和15 

年
12
月
〕

さ
ん
が
支
那
か
ら帰

っ
て来

て
、

—

に
褒
め
て
ゐ
ま
し
た
ね
。 

今
度
の一 ?
#

へ
行
っ
て
、
非
常
に
仕
合
せ
な
の
は
正

1

と
懇
意
にな 

つ
た
こ
と
だ
、
と
言
つ
て
ゐ
ま
し
た
が
、

間
も
な
く寝

て
し
ま
つ
た
ん 

で会

ふ
こ
と
は
な
か
つ
た
。
(
下
略)

1

の
談
話
は
、
十
月
四
日帰

京
後
、
明
治
二
十
八
！
^
^
の
間
の
こ
と
で 

あ
ろ
う
。戦
争

に
行
っ
て
、
正

1

と
懇
意
に
な
っ
た
こ
と
は
^

に
仕
合 

せ
だ
っ
た
と
褒
め
て
い
た
。
し
か
し帰

還
後
病
臥
し
た
た
め

八！：！

う
こ
と
は
な

か
っ
た
。

は
「人
を
訪
ね
な
い
人
だ
か
ら
、
高
浜
君
な
ど
が
間
に
立
っ

て
往来

し
た
」
と
い
う
。

虚

子
は'
『樣
の
五
十
年
』(昭
和17
年
12
月
刊)
中
の
「劈
と
の

麗
」
の
中
で
、
こ
の
間雑

誌
の
柳圏

男
談
で
、

子
規
と8

¢
：

と
は
、戦

地
で
知
义
ロ
い
に
な
つ
た(中
略
)
そ
れ
が
事

実

と
す
れ
ば
、…
…

そ
の8

； ¢

か
ら
子
規
に资
ヵ
し
て
貰
つ
て||
外
を

訪
ね
た
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。併

し戦

地
で
知
^
一
口
に
な
つ
た
と
い
ふ

こ
と
は
信
じ
ら
れ
ま
せ
ん
。

そ
の
後
、虚

子
は^
^

を
屢々

訪
問
し
、
大
^
^
柳
田国

男
に
も会

っ
た

(
注
2
)

と
い
う
。※
印
の
一
文
は
、一̂

一 4

版
の
さ
い
は
削
除
し
た
。

3
¢

：

と
子
規
と
が
、戦

地
で
知
合
い
に
な
っ
た
と
い
う
事実

を
、虚

—

 

一
度
は
否
定
し
て
い
た
。
し
か
し
、
子
規
の
談
話
筆
記
が
現
存
し
、

1

の 

日
記
と
、

虚

子
と
も
親
し
い
柳
田国

男
談
に
よ
っ
て
、
子
規
と

^

 

と
の
最
初
の
出会

は
、
明
治
二
十
八
年
五
月
四
日
！

5
*
1

の収

ま
っ
た
あ
と
で
'
 

大̂
^
州
城内

に
お
い
て
で
あ
り
、
莖
父
の

0̂

と
な
っ
た
と
い
う
べ
き
で 

あ
ろ
う
。

子
規
は
、—

の̂
^

を
つ
陣
中
日
起
ロ
日
本
し
跗

ふ
-

咫
〜
ァ 

-
23、
四
回)
、

「従

軍
紀
事
」(
「日
裔録

週
報
」29.
1
.
13
~
2
 

.
19、
七
回)
な
ど
に
公
表
し
て
い
る
が
、
出会

に
つ
い
て
は
一
切触

れ
て 

い
な
い
。
第
二
軍
兵
站
軍医

部
長
と
一
霞
記
者
と
の
談
話
、
文学

談
な
ど
、 

私
事
に
亘
る
た
め
、
遠
慮
し
た
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、戦

地
で
の
俳
諧
談
は
、
翌
明
治
二
十
九
年
一
月
三
日
に
舞
の 

1

庵
訪
問
と
な
っ
て実

現
し
た
。



却
明
治
二
十
九
年
一
月
三
日
根
岸
庵
^
'会

稿
と̂

正
月
三
日
、
子
規
の
撂
序
庵
に
は
、
子
規
門
の
日
本
派
の
連
衆
が
書
り
、 

「発

句
始
」
の
句会

を

催
し
-?.

一。

〕

長
老
の内
^

6
1
1

,

古
震虚

子
、従

軍
し
て
い
た
五
百
木
飄
亭
、従

軍
記 

者一 !：̂

可
全
、
見
合
い
の
た
め
松
山
か
ら帰

京
し
た

>1
¢
!!

漱
石
も
加
わ
っ
た
。 

第
二
回
の
運
座
か
ら
河
東
碧
梧
桐
、
そ
の
選
句
の
と
き
か
ら
陸
軍
軍医
学

校 

長
賺

太
郎(
劈
)

も参
1

、
計
八
名
と
な
り
、
第
三
回
運
座
に
は
劈 

加
し
た
。

第
二
回
運
座
席
題
十
四
題
、
劈
の
選
句
を
中
心
に
、虚

子
の
五
点
句 

が
最咼
ゝ

漱
石
の
高
点
句
を
ぁ
げ
て
お
く
じ

^

者
名
上
欄)

飄
半
鐘
と
な
ら
ん
で
高
き
冬
木
哉

 

漱
石
 

8

規
鳴
干
網
に
立
つ
陽
炎
の
腫
き

 

漱
石
 

可
1

稲

の
香
や
修
覆
し
か
、
る
神
1

屋 

子
規
 

鷗
飄
ぅ
つ
む
い
て
物
申
し
た
る
寒
さ
哉

 

1

桐 

碧
||
寒
が
ら
せ
玉
ふ
に
し
き
の
ふ
と
ん
哉

 

飄
亭
 

鷗
鷹
そ
れ
て
岩
角
高
き
吹
雪
哉 

虚

子

初
め
て
俳
句会

に参

加
し
た
と
思
わ
れ
る

1

の
選
句
は
、
一
句
選
の
み 

五̂

〇

あ
り
、
他
の
選
者
と
選
を
異
に
し
て
い
た
。

な
お
、
漱
石
の
「半
鐘
」
の
句
は
、
子
規
の
「ふ
ゆ
枯
や
鏡
に
ぅ
つ
る
雲 

の
影
」
の
句
と
、
牟
折双

幅
に
な
っ
て
お
り
、
道
後
公
園
北
入
口
、
子
規
記 

念
の
西
に
、
ニ
句
一
基
の
句
碑
と
し
て、
昭
和
六
十
一
年
十
月
二
十 

日
に
建
て
ら
れ
た
。

第
三
回
靈
、
席
題
五
題
' 

響
の
四
点
句
が
最
高
、
舞
句
と
選
句
な ど

を
あ
げ
て
お
く
。

可
規齓
虚

井戸

端
の
鍋
も盥

も
霰
哉

 

鳴
雪
 

鷗
1

雪
洞
に
千
鳥5

須
磨
の内

裏
哉
 

子
規
 

夕
烏
一
羽
お
く
れ
て
時
雨
け
り

 

子
規
 

1

お
も
ひ
き
つ
て
出
て
立
つ
門
の
霰
哉

 

鷗
外
 

規
雲
や
け
て
木
枯
あ
る
、
夕
烏 

虚

子
 

^

の
句
が
、
一3

ば
れ
た。
ニ
点
句
で
碧
梧
桐
は
と
し
て
選 

出
し
た
。
さ
ら
に
^
が

「秀
」
と
し
て
選
ん
だ
句
が
、
三
点
句
で
子
規
の 

句
で
あ
っ
た
。

「人
を
訪
ね
な
い
」

8
^：

が
、
何
故
年
頭
に
子
規
庵
を
訪
れ
た
の
で
あ
ろ 

，
ふ
。
前
年
五
月
四
日
か
ら
十
日
の
間
、
連
日
の
よ
う
に
子
規
は
霜
城内
 

の
軍医

部
長
を
訪
ね
、
8

を
交
わ
し
て
い
る
。
し
か
し
、
子
規
は
十 

月
末帰

京
し
た
が
、
腰
|

し
く
病
臥
が
ち
で
、||外
を
訪
ね
た
と
は
思
わ

れ
ぬ
。

こ
れ
に
つ
き、虚

子
の
「子
規
庵
句会
と

3
^」

(

「還̂一

一
談会
ビ
〕 

子
規
が̂

311：

で̂
会̂
を
や
る1
^

に、
鷗
外
に
も
^
し
て
見
て 

は
ど
う
か
と
い
ふ
と、
案内
し
て
見
よ
う
と
手
紙

^3
3

し
た。会
が
半 

ば
進
行
し
て
ゐ
る^

に3
¢；

が
や
っ
て来
た
こ
と
が
あ
！
す。
其 

時
作
っ
た̂
^

の
句
は
「め
ざ
ま
し
草」
に
出
し
た
や
う
に
思
ふ。 

(

「ホ
卜
ト
ギ
ス
」
昭
和
9

,2
,
1
)

子
規
が
、
六
月
五
日
神戸

病
院
で
、
金
州
で

8
^

に会

っ
た
話
を
し
た
。 

そ
れ
を虚

子
が覚

え
て
い
て
、
句会

^

を
出
す
よ
う
に
子
規
に
す
す
め
た 

か
ら
、
一
月
三
日
の
句会

の
第
二
回
選
句
か
ら参

加
し
た
。
こ
れ
は虚

子
の



記
憶
通
り
であ
る。し
か
し
、こ
の
と
き
の句
は
「め
さ
ま
し草
」
に掲
載 

さ
れ
な
か
っ
た0 
(次
の
句会

稿参

照
)

本
句会

は
、
子
規30歳
)

を
め
ぐ
っ
て
、
寶
35歳
)

漱
石
(
30歳
) 

鳴
雪
50歳
)

飄
亭.
可
全
27
0

霧

桐
24歳
)虚

子
23歳
)

ら
八
名
、 

|

小\
^
の気
鋭

あ
た
る
べ
か
ら
ず
、
近
代

1

壇
史
上
空1|

後
の
句会

と 

な
つ
た
。
以
後
、
子
規
.虚

子
は̂

主
宰
の
「め
さ
ま
し
草
」
に
日
本
派 

錯
を
連
載
、
糞
は
、
子
規
-虚

子
-
漱
石
と-
^X；

通
す
る
よ
う
に
も
な 

る
が
、
こ
の
句会

が
そ
の
蠢
と
な
っ
た
と
い
つ
て
よ
か
ろ
う
。

内

〔明
治
二
十
九
^̂〕
俳
句会
稿
と

—

中
秋
負
は
九
月
二
十
一
日
な
の
で
、
前
日
の
ニ
十
日

(
日
)
、
ニ
十
七 

日
、
十
月
四
日
こ
ろ
の
句会

か
。
子
規
庵
に

8
^

 
, 1
*
1

,虚

子
.

碧
梧
桐
に
、 

に
は
霞
の
日
本1

社
員
石
井1¢

¢；

,

福
田
把
栗
、
文
科
大学

英
文 

科
生
篇
秋
竹(松
山
三
津
生)
計
パ4参̂

集
、
兼
題
「鐘(秋)」
など 

十
題
、3

¢
：

句
と
選
句
を
あ
げ
よ
う
。

^

鶴
把
腹
に
ひ
^
く
夜
寒
の
鐘
や
法
隆
寺

 

子
規
 

篇
碧
雰
す
る
夜
—

鐘楼

に
上
り
ゆ
く

 

鷗
外
 

虚
鷗
規強
飯
や
人
稀
に
野
の

4̂
0

 

碧
梧
桐 

01
薪

^

の楼

に
女
の声

す
な
り

 

鷗
外
 

把

^
^
す
音
に
寐
心
よ
き
夜
哉

 

鷗
外
 

黃

の

「野
分
」
の
句
は
三
点
句
で
子
管
選
、

「日
本
」

29，
10，
25 

に
、
日
本
派
最
初
の総

合
句
集
『新
俳
句
』
に
も掲

載
さ
れ
た
。

^

「め
さ
ま
し
草」
を
め
ぐ
つ
て

「め
さ
ま
し
草」(明
治29
年
1

月
31

日~
35

年
2

月
25

日、
五
六
冊)

は
、
劈
が
日̂
#
帰

還
三
か
暴
に
創
刊
文
壇
へ
の覚

蘭
の
意図
 

か
ら
劈
主
宰
、
霞.虚

子
.

眉
山
.

紅
葉
.

露
伴
の
協
力(巻

三
)
で 

発

行
を続

け
た
。
ー

月
三
日発

句
始
に

3

^

と
子
規
と
の
俳
交
が
生
ま
れ
、 

そ
の
間
の
使
者
を
務
め
て
い
た虚

子
と
の関

連
も
生
ま
れ
、虚

子
！̂

中
も 

あ
り
、
子
規
の
雾
で
選
句
し
て
送
る
こ
と
が
多
か
っ
た
よ
ぅ
で
あ
る
。

巻

一
か
ら巻

三
十
ま
で
と巻

三
十
五
に
俳
句掲

載
、
明
治
三
十
年
一
月 

ヨ
と
、
き
す
」発

行
ま
で
は
、
日
本
！

^

句
！̂
の観

が
あ
っ
た
し
、
三 

十
一
年
十
月
「ホ
ト
ト
ギ
ス
」
東
遷
前
ま
で続

け
ら
れ
た
。
以
下
、
各巻

の 

発
，0

年
月
日
、
季
題
、
句数
、
人数
、
俳
人
名
を
ぁ
げ
ょ
ぅ
。
〈
舞

〉

薪
人
登
場)
と枠
内

に
示
し
て
お
く
。

(#€

0

 

題
—

人数
俳人名〔〕は別

4

29
1
31
冬

10
5

蠢
ヨ
子
規
飄
亭
^̂
桐虚
子

6

29
2
25
春

20
1

虚
子

；|

29
3
25
^

^

；
30
3
 

漱
石
1

虚
子

1
；

的
4
25
春 

じ
6

1

子
規
漱
石
霄

擊
孽

3；

四
晶
若
葉

”

じ
(
修
竹
譽
紅緑

把
栗

1

鼠
骨
蒼
苔
)

1

;

29
6
30
五
月
雨
30
16
(
牛
伴
露
石
其
村

)

1
；
29
7
31
酢

26
130

別
に
〔虚子

20
句〕

29
6

稿
草
庵
〔歌仙

—

子規紅緑

.虚
子
碧
梧
桐
^
〕 

4

29
9
 
2

秋

の

水
27
17
〈
鷗
外
V

〔左
衛
門
西
波
)

〔歌
仙
—

碧
梧
桐
子
規
〕

”
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30
螳
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如
20
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〔霸

秋
竹
瓦
全
東
雲
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0
1

^
 

2
1

3
0

：
29。

30 

0

29
12
28 

1
1

30
1
29 

5

30
2
25 

^

30
3
30 

1
1

30
4
28 
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28
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30
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洸

吕

？
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X
30
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？
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れ 
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12
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0

31
1
30 

^

31
2
28 

^

31
4
17 

㈥

31
5
20 

兒
31
7
 
8
 

©

1

 

^

32
2
18

8

28 

1

28 

雪

28 

火

鉢
28 

焼

野
26 

蝶

23 

日
永
26 

幟

28 

蚊
柱
29 

、
心
太
30 

天
の
川34 

芒

31 

露

25 

落

葉
24 

煤

掃
24 

千

鳥
22 

青

柳
22 

春

風
28 

燕

24 

筍

28 

清

水
24 

紙
亨
梅
10

天歩

愚
哉)

15
八
鶴
外V
 

(露
石
統
石
彩
雲

)

14
八
8

^

ソ

(
露
月
)

14
(
四方太
)

14
(楽
天
碧
玲
靡
)

17
(籰

)

14
(
三
川
秋
虎
)

18
(
河
北
別
天楼
初
音
俳
狂
花叟

) 

17
(春
風
庵楽
天
)

20
(
富
女
猿
人
瀾
水
森々

盲
天
外

) 

19
(
東
洋
築緑

失
名

)

21
(
左
衛
門
木
罔
,

)

17
(
碧
玲
瓏)

1415 1512
(竹揣
)

14
〔蛇
穴
を
出
る虚

子
10
句
〕

1413
(
露
葉
世
南
)

忉

字
規
⑴
句)

9

〔一

五
坊
濟
村
井
村

)

1

〔虚
子
)

3

1
35
2
25
1

〈
終
刊
〉

以
上
、.三I

冊
に
子
規
一
派
の^?
が掲

載
さ
れ
て
い
る
。

明
治
二
十
九
年

一

,

子
規.
碧
梧
桐.虚

子
が
中̂
^

な
り
、
ニ 

月
三总
虚

子
編
集
か
、8*

1

の̂
!

^：！

以
後
は
、
主
と
し
て
子
規
.虚
 

子
の
句
を
首
尾
に
配
し
、
子
^

^

編
集
を担
当

し
た
。

^

は
、
七
月
か
ら
十

I

月迄

五
か
月
ニ
句
宛掲

載
。

新
人
の
登
場
を
、

内

に
一覧
、
日
本
派
の
普

¢
9$

況
を
示
す
一
端 

と
い
え
よ
う
。
愛
1

着
と
し
て
は
、
三
月
に
霽
月
の
神
仙体
、
翌
年
二
月 

操
！

111、

四
月
に
森
河
北.仙
：̂
叟

ら
、
六
月
に青̂
^々

.

森
盲
天
外
、 

八
&

3
8
2
?、

三
十|

年
五
月
早稲

田
の
重内
蕾

南
も
加
わ
っ
て
い 

る
。明

治
三
十
年
一
月
十
五
日
塵
至
が
松
山
に
お
い
て
「ほ
と
、
き
す
」
創
刊
、 

+

月虚

子
が
事06

で
出̂

V

る
間
の
二
十号

は
な
お
地
方
誌
で
あ
っ
た
。

「め
さ
ま
し
草
」
の
文
苑
^
'

も
一応

三
十
一
年
八
月号
迄

連
載
。
あ
と
三 

士
一
年
二
月虚

子
の
紙
鳶
-
梅
各
五
句
の掲

載
で
終
わ
っ
た
。

明
治
二
十
九
年
は'
 

日
本̂
?

は

題

「日
本
」
を
中
心
に
、
一
隅
で 

は
あ
る
が
「め
さ
ま
し
草
」
を
月

^

と
し
た観

が
あ
り
、
三
十
年
「ほ
と 

、
き
す
」
は
松
山
で
創
刊
さ
れ
た
が
、
地
方
誌
で
徐々

に

$

12:^
3

し
た 

輯
か
感
ぜ
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

本
誌
の
特
色
の
一
は
、
神

'と
、
歌
仙
の掲

載
で
あ
る
。

.

「部
体

」
俳
句
は
、
子
規
の
〔俳
句
二
十
四体

〕
に
抵
抗
し
試
み
た
と 

い
え
る
で
あ
ろ
う
か
。
明
治
二
十
九
年
三
月
一
日
、
漱
石
と虚

子
と
誘
い
あ



わ
せ、
今
出
の
村
上
を
訪
ね
て
句
作
し、
早
速
各
人
十句
1

 し
て 

1 

(注4
)

「め
さ
ま
し草」
に
送
稿
し
た
も
の
で
あ
る。

「歌
仙
」に
つ
い
て
は、
子
規
は
「発
句
は
文学
な
り、
連
俳
は
文学
に

宇
」
(

「色
蕪雑
談
」
日
本
邪
.

じ
.

ぬ
)

と、
否
定
し
て
い
る
に
も
か

劣
ら
ず
、
三顏

に
「歌
仙
」
を
ニ
馨
い
て
い
る
。
そ
の
他
に
も
作
品

が
あ
る
こ
と
の
み
掲
げ、
別
項
に譲
る。

次
に、
本
誌発
行
に関
し
て、
^

^

を
め
ぐ
っ
て、子
規
.虚

子
の広

答

書
簡
や
記
事
が
あ
る。

「め
さ
ま
し囊ー

批
評
子
規
」
(杲

四
.

？
ふ
以
後、
子
規 

は
文学
批
評
を
隱
書
い
て
い
る
。
書
簡
と
し
て
は、
^
か
ら
子
規
へ
三 

祖、虚
子
へ三
通、
子
規
か
ら
へ
土
ハ
通
(ぅ
ち
一
通
は
全
集
未収
録
)、 

虚
子
か
ら1

へ
二
通
あ
る。
子
規
か
ら
は
送
句

.

揷画
の
こ
と、
三
十
年 

後
半
か
ら
は
語
の
こ
と
で
あ
り、
本
稿
で
は
省
略
す
る。

子
規
と
翼
と
は
、
明
治
二
十
八
年
五
月
金
州
で
の
出会
を
震
と
し、

同
二
十
九
年|

月
三
日発

句始
に、
鳴
雪.虚

子.
碧
梧
桐
ら
の
他
に、
松 

山
か
ら1
吊
し
た
漱
石
も
加
わ
り、
新
文
壇発
足
の

^

^

と
な
っ
た。
^

 ̂

は
、
露伴
.
紅
葉
らを
糾
合
し、
文
壇
批
判
を
し、
佐々

木
信
綱
の
和
歌、 

一
派
の
俳
句
を
「め
さ
ま
し
草」
で
連
載
し、
新
風
鼓
吹
を実
践
し
た 

本
管
中
心
に、
子
規
.
鷗
外

3

蜃
に
、
そ
の
間虚
子
は
連
絡
し、
舞
 

と
漱
石
と0^

通
も
進
め
ら
れ
て
い
つ
た。

金
3̂
，

で
の
人
間関
係
が、
大
き
な
潮
流
と
な
っ
て、
新
風
展
開 

に
寄与
し
て
い
つ
た
こ
と
を
銘
^
'

べ
き
で
あ
ろ
う。

蠢

「星
」
本
年
五昼
可
か
ら続
稿

' 

記
事
の
重
複
の
点
了
承
さ
れ
た
い。

な
お

「め
さ
ま
し草」
に
つ
い
て
は
連
載
の
一
^
。

(注1)古
賀蔵

人
子
規
居
士
と
舞
漁
'
^
!II

〈
涵
人
」
昭
和
8
 

年
910县

(
注
2

)
宮
地
伸
一
子
規
と
^
^
と
の
出会

い
へ
つ
子
規
全
集
じ霄
 

報
昭
和
汕
年

^

月
)

(
注
3
)

和
田
茂
樹
子
規
と
舞

0

俳句会
稿〔
「
5

昭和
63
年
6 

月号
)

(
注
1

)

右同上徵就篇句筒同翟

^

9

月
)

(昭
和
六
三
年
第
八
七
回
子
規
忌
、
五
四
八
回
講
演
要
旨
蠢
訂

)

(
松
山
子
規会

副
蠢)

新 

刊

松
山
子
規会

叢
書
21

I I写真
ものがたり

風戸

始
著
入
5

版
ニ
四
六
べー
ジ 

定価

ニ、
〇
〇
〇
円
送
料
三
五
0

円



子
規
の
「は
て
し
ら
ず
の
記
」
と
芭
蕉

明
治
ニ
土
ハ
年
夏
の
は
じ
め
、
正
岡
子
規
は
、
病
め
る
身
な
が
ら
、
日毎
 

に
松
島-
象
潟
へ
の
思
い
を
募
ら
せ
、
.芭
蕉
の
足
跡
を
慕
っ
て
、
七
月
十
九 

日
、
み
ち
の
く
へ
と
旅
立
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
明
治
二
士
ハ
年
と
い
う
年
は
、
子
規

日
く
、

1
1
1̂

く
^

'̂を
作
っ 

た
年
」
で
、
そ
の数

は
四
千
六
百
三
十
四
句
に
も
な
る
と
い

饱
01
特
に
み
ち 

の
く
の
旅
が
あ
っ
た
た
め
に
多
く
な
っ
た
ょ
う
で
あ
る
が
、
子
規
は
そ
れ
ら 

の
旅
中
吟
に
つ
い
て、
明
治
三
十
五
年
の
！

日屋̂

^

上巻
^
!
 

^
'

る
に
就
き
て
思
ひ
つ
き
た
る
所
を
い
ふ
」
の
中
で
、

「前
年
に
實
景
を 

^
'
に
す
る
味
を
悟
つ
た
以来

爰
に
至
つ
て
濫
作
の
極
み
に
達
し
た
や
う
で 

あ
る
。
實
景
な
ら
ば
何
で
も
句
に
な
る
と
思
つ
た
の
は
間
違
ひ
で
あ
つ
た
の 

だ
。」
と
述
べ
、涼

し
い
と
い
う
題
を
結
ん
だ

1

近
傍
の
句
十
三
句
を挙

げ
、 

「後
か
ら
見
て
は
殆
ど
取
る
べ
き
句
が
な
い
！

1

と
述
べ
て
い
る
。

こ
の
「實
景
を^
?

に
す
る
」
と
い
う
立
場
で
作
っ
た
子
規
の
み
ち
の
く 

の
旅
「
は
て
知
ら
ず
の
記
」
の
中
に
は
、
芭
蕉
を
意
識
し
て
詠
ん
だ
と
思
わ 

れ
る
句
が
；
^
\

く
見
ら
れ
る
。
そ
の
「は
て
し
ら
ず
の
記
」
に
は
次
の
よ
う 

な̂
^

が
あ
る
。

ニ
百
餘
年
の
：昔
色
蕉
翁
の
さ
ま
ょ
ひ
し
ぁ
と
慕
ひ
行
け
ば
ぃ
づ
こ
か
名

所
故
跡
な
ら
ざ
ら
ん
べ
-
其
の
足
は
此
の
道
を
踏
み
け
ん
其
目
は
此
の
景

山 

岡 

貴

代

子

を
も
な
が
め
け
ん
と
思
ふ
さ
へ
た
^
其
の
代
の
事
の
み
忍
ば
れ
て俤

凼
 

眼
の
前
に̂
^

た
り
。

そ
の
人
の
足
あ
と
ふ
め
ば
風薫

る 

「そ
の
人
」
な
る
人
が
芭
蕉
で
あ
る
こ
と
は
い
ぅ
ま
で
も
な
い
。

こ
れ
程
芭
蕉
を
慕
っ
て
い
る
子
規
は
、
そ
の
旅
に
お
い
て実

！
^
詠
み
こ 

み
な
がら
、

「涼

し
」と
い
ぅ句
を多
く
詠
み込

ん
で
い
る
の
で
あ
る
。
も 

ち
ろ
ん
そ
れ
は
立
秋
の
八
月
七
日
ま
で
の
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
の
他
に
も
、 

登
ち
の
際
、銭

別
に
、

涼

し
さ
の
君
ま
つ
し
ま
ぞ
目
に
見

ゆ
る 

鶯
洲
 

松
島
で
日
本
一
の涼

み
せ
よ

 

飄
亭
 

な
ど
の
句
も
贈
ら
れ
て
い
る
程
で
あ
る
し
、
前
述
の
子
規
の挙

げ
て
い
る
句 

が
「涼

し
」
ば
か
り
で
あ
る
こ
と
も

#

>
8

す
る
と
、
子
規
に
と
っ
て
の
「涼
 

し
」
に
は
意
味
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、

「涼

し
」
に
注
目
す
る 

こ
と
に
よ
っ
て
、

「は
て
知
ら
ず
の
記
」
の
後
に

1

れ
た
『寒
山
落
木
」 

の
明
治
二
十
六
年
、

「涼

し
」
の
み
ち
の
く
施
行
の
雰

0
^
5

'を
組
み 

入
れ
て)
と
、

「は
て
知
ら
ず
の
記
」
の
「涼

し
」
の
句
と
を
比
較
し
て
み 

る
こ
と
に
す
る
。



凡 

例 

上
段
「は
て
し
ら
ず
の
記
」

【

】
は
、

「寒
山
落
木
」
の
み
に
あ
る
句
。
地
名
を
付
す
。

は
、

「は
て
し
ら
ず
の
記
」
に
あ
る
が
、
配
列
位
置
を
「寒 

山
落
木
」
と
異
に
す
る
句
。
地
名
を
付
す
。

は
て
知
ら
ず
の
記 

涼

し
さ
や
む
か
し
の
人
の
汗
の
あ
と

(
7 
.
20
) 

，一一^
や
馬
つ
な
き
た
る
橋
柱
?
.

^
)

【郡
山
】 

【郡
山3

草
負
ふ
て
背
中
に涼

し
朝
の
露

(
7 
.
22
) 

木
下
闇
あ
〜
ら涼

し
や
恐
ろ
し
や

?
.

^
)

 ̂

涼

し
さ
や
聞
け
ば
昔
は
鬼
の
家
?
.
^
)々
 

す
ゾ
し
さ
や
神
と
佛
の

!̂
！一
士

 
(
7
，
汾)
^

御
佛
に
尻
向
け
！！一

^

ば
月
す̂
し
?
.

?

^

寺
に寝

る
身
の
尊
と
さ
よ
す
^
し
さ
よ

(
7 
.
23
)

【満

福
寺3

【
驚

】

笛
の
音
の涼

し
ぅ
更
く
る
誓
か
な

?
.

%
)

^

印
は
、

「寒
山
落
木
」
と
齧
後
し
て
配
列
さ
れ
て
い
る
句 

下
段
「寒
山
落
木
し

<1

印
は
、
該当

句
が
「寒
山
落
木
」
で
前
に
配
列
さ
れ
て
い
る
句
。 

※

印
は
、
該当5

'が

「寒
山
落
木
」
で
後
に
配
列
さ
れ
て
い
る
旬

寒
山
落
木

白
河
結
城
氏
城
趾 

す
、
し
さ
や
む
か
し
の
人
の
汗
の
あ
と

^

や
馬
つ
な
き
た
る
橋
柱

I

涼

し
さ
や
あ
つ
さ
や
町
の
水
み
せ 

ァ 

浅

香
沼

2.7
す
、
し
さ办
只
水
く
さ
き匂

ひ
力
な

草
負
ふ
て
背
中
に
す
^
し
朝
の
露

ニ
本
松満

福
寺 

ィ
す
、
し
さ
や神
と
佛
の

!̂
一
士

囊
ニ
句

ゥ
木
下
闇
あ
、
ら涼

し
や
恐
ろ
し
や

エ

す
、し
さ
や
聞
け
ば
昔
は
鬼
の
家 

満

！̂

に
宿
り
て
ニ
句

才
御
佛
に
尻
む
け
居
れ
ば
月涼
し 

力
寺
に
寐
る
身
の
尊
と
さ
よ涼
し
さ
よ

1

迷
ふ
て
も

-̂
野
の涼

し
さ
よ

 ̂

郊
外 

5 

伙

0̂

し
蛙
の
聲
の
わ
き
あ
か
る

ク
笛
の
音
の涼

し
ぅ
更
く
る
醫
哉

ー 10 —



(
薑
)

見
下
ろ
せ
ば
月
に涼
し
や
四
千
軒

?
.

%
)

涼
し
さ
の
昔
を
か
た
れ葱
摺
(
7 
.
25
)

【置

】

釣
り
橋
に
離
れ
て涼
し
雨
の
あ
し

(
7 
.
26
)

涼
し
さ
や
瀧
ほ
と
ば
し
る
家
の
あ
ひ

(
7 
.
26
)

涼
し
さ
や
羽
生
え
さ
ぅ
な
腋
の
下

(
7 
.
26
)

す
ゾ
し
さ
は
燕
の
し
行
く
田
面
か
な

?

.

”
).

わ
れ
は
唯
旅
す
ゾ
し
か
れ
と
折
る
な
り

(
7 
.
27
) 

涼
し
く
も
が
ら
す
に
通
る
月
夜
か
な

?
.

^
)

(醫

囊
養
)

涼
し
さ
の
猶̂̂
き
昔
し
か
な?.
^
)

涼
し
さ
や
か
も
め
は
な
れ
ぬ
杭
の
先

(
7 
.
29
)
六 

涼
し
さ
の
こ、
を
扇
の
か
な
め
か
な

(
7 
.
29
)
六

【塩

釜
】 

【塩

釜
】

涼
しさ
の
眼
にち
ら
つ
くや̂
^

島
(
7 
.
29
)

す
、
し
さ
は
燕
の
し
行
く
田
面
哉

福
嶋
公
園
謹

ヶ
見
下
せ
ば
月
に
す、
し
や
四
干
軒 

福
嶋葱
摺
の
古
跡
に
て
ニ
句 

コ涼
し
さ
の
昔
を
か
た
れ
し
の
ぶ
ず
り

防
ぅ
つ
ぶ
け
に涼
し
河
原
の
左
大
臣 

十
綱
の
橋 

シ
つ
り
橋
に
離
れ
て涼
し
雨
の
あ
し

岩
代
國
湯
野
村

ス
す
、
し
さ
や
瀧
ほ
と
ば
し
る
家
の
あひ

(飯
坂温
泉※)

(福島
周辺
厶
〕

翌
島
※
)

涼
し
く
も
が
ら
す
に
と
ほ
る
月
^

2

七.

六
臣
一
^
飯
阪
囊
に
て梦
屮

の
句 

涼
し
さ
や
羽
生
え
さ
ぅ
な
胺
の̂
!

袓
神
に
て 

わ
れ
は
た
ゾ
旅
す
ゾ
し
か
れ
と
祈
る
也 

塩
釜
神
社
ょ
り
浦
邊
を
め
ぐ
り
て 

涼
し
さ
の
猶
あ
り
か
た
き
昔
か
な 

籬
か
嶋

涼
し
さ
の
こ、
を
扇
の
か
な
め
か
な

涼
し
さ
や
か
も
め
は
な
れ
ぬ
杭
の
先

&

涼
し
さ
や
湊
出
て
行
く真^:
帆
(
7 
.
29
)

塩
釜
の
浦
に
て 

1

し
ほ
釜
は涼
し
か
り
し
か
昔
こ
そ

(
7 
.
29
)

松
囊
詠
士
ハ
句

す
、
し
さ
の
眼
に
ち
ら
つ
く
や
千
松
嶋



京
し
さ
の
は
ら
ゎ
た
に
ま
で
通
り
梟
ハ
了

-
⑶
)

經
の
聲
か
す
か
に涼
し
^
立̂
(
7
.
29
)

を
さ
橋
に
足
の
ぅ
ら
吹
く
風
す
ゾ
し

(
7 
.
29
)

す
^
し
さ
や
島
か̂

@

へ
橋
つ
た
ひ(
7 
-29
) 

灯

ち
ら̂
-

人
影
涼

し
五
大
堂?.
^
)

す
ゾ
し
さ
や
さ
ら
に
月
な
き
千
松
島(
7 
.
29
)

す
マ
し
さ
の
ほ
の
め
く
闇
や
千
松
島(7 
-29
)

す
ゾ
し
さ
の
魂
出
た
り
千
松
島

(
7 
.
29
)

す
^
し
さ
を
裸
に
し
た
り
坐
禅

堂

?
.

^
)

涼

し
さ
の
こ
、
か
ら
も
眼
に
あ
ま
り
け
り

(
7 
.
30
) 

涼

し
さ
や
島
か
た
ふ
き
て
松
一
つ

(
7 
.
30
)

【松
島
】 

0̂
3

す
、
し
さ
ゃ
大
嶋
小
嶋
右
左 

【松
島
】 

4

す
、
し
さ
の数

は
見
え
け
り
千
松
嶋 

す
、
し
さ
の腸
に
ま
で
通
り
け
り 

【松
島
】

10.
す
、
し
さ
や
片
帆
を真

帆
に
取
直
し 

【松
島
】

11.
す
、
し
さ
ゃ
舟
ぅ
っ
り

1
0
4-

松
嶋 

【松
島
】

12.
く
り
か
へし数

へ
て涼

し
千
松
嶋 

【松
島
】

13.
嶋
ぁ
れ
は
松
ぁ
り
風
の
享
、
し 

(瑞
岩
寺※
)

(
松
島
五
大
堂※)

(
松
島
五
大
堂※)

(松
島
五
大
堂※)

涼

し
さ
や
さ
ら
に
月
な
き
千
松
嶋 

涼

し
さ
の
ほ
の
め
く闇や
千
松
嶋 

す
、
し
さ
の
魂
き
た
り
千
ま
つ
し
ま 

(
雄
島
※
)

(
紫
雲
闇※
)

涼

し
さ
や嶋
か
た
ふ
き
て
松
一
つ 

【松
島
】

14.
す
、
し
さ
の大
嶋
ょ



【松島】
 【松島】 

【松島】
 【松島】

 
【奮
寺
】

(雪
寺
)

(松
島
五大
堂) 

【松
島
五
大
堂
】 

【松
島
五
大
堂
】 

【松
島
五
大
堂
】 

(松
島
五
大
裳 

(松
島
五
大
堂
) 

【雄島】
 

(
雄島)

【富
山
馨
簡
】

(富
山
紫
雲
閣)

涼
しさ
や
海
人
が0
1

蒙
草
?
.

^
)

15. 

す
、
し
さ
や
嶋
あ
り
松
あ
^

2

帆
有
り

16. 

す
、
し
さ
の
は
な
れ
ぬ
名
也
千
松
嶋

17. 

涼

し
さ
や
名
は
な
く
.も
が
な
の
千
松
嶋

看観

月楼
 

18
舟
か
ら
は
松
家
か
ら
は
嶋
す
、
し
(
7 
.29
)

, 

雲
寺
ニ
句 

19

古
寺
や
門
も戸
ひ
—
苔
の
花

經
の
聲
は
る
か
に
す
ゾ
し
杉
^
:
!

:

松
嶋
五
大
堂
六
句 

を
さ
橋
に
足
の
ぅ
ら
吹
く
風涼

し

20.涼

し
さ
の
中
に
家
あ
り
五
大
堂

(
7 
.
29

)

涼

し
さ
や
嶋
か
ら
島
へ
橋
つ
た
ひ

21涼

し
さ
や
と
も
し
ち
ら
つ
く
五
大
堂

(
7 
.29
)

灯

ち
ら̂
^

人
影
す
、
し
五
大
堂

”

涼

し
さ
や画

に
も
か
^

る
〜
五
大
堂?
.

^
)

找
涼

し
さ
や
石
碑
の数

も
何
^

一?

.̂

涼

し
さ
を
裸
に
し
た
り
坐
—

, 

富
山
紫
雲
閣
ょ
り
松
嶋
を
望
む
ニ
旬 

“

袖涼

し
島
ち
ら
ば
つ
て
十
八
里

?
.

^
)

す
、
し
さ
の
こ
、
か
ら
も
眼
に
あ
ま
り
け
り

塩

釜
海
中
の̂
を̂
あ
た
り
に
て
何
と
呼
ぶ
や
と
問
へ
ば
藻

^

す
、
し
さ
や
海
人
が
言
¥

藻
1



【笠島】

涼

し
さ
に
ぅ
そ
の
名
所
も
見
て
行
き
ぬ

(
7 
.
30
) 

の
ぞ
く
目
に
ー

千
年
の
風
す
ゾ
し

?
.

%
)

涼

し
さ
の
は
て
よ^
^
た
り
海
の
月?
.

”
) 

野
も
山
も
ぬ
れ
て
涼

し
き
夜
明
か
な

?

.

—
) 

涼

し
さ
や
君
が
あ
た
^
^
去
り
か
ぬ
る

(
8
.
2
)

【仙
台
】

【
迎
ロ
南
山
閣

一 

【
油
ロ
南
山
閣
】

涼

しさ
を
君
一
人
に
も
ど
し
置
(
8
,
5)

涼

し
さ
や
山
の
下
道
川
つ
た
ひ

(
8 

‘ 
5)

行
け
ば
あ
つ
し
や
め
れ
ば涼

し蝉

の
聲

(
8
.
5
) 

馬
子
歌
の
は
る
か
に涼

し
木
下
道

(
8
,
5)

風涼

し
瀧
の
し
ぶ
き
を
吹
き
送
る

(
8 

’ 
5) 

上
下
の
瀧
の
中
道
袖
す
^

し
(
8
.
5
)

【作並
震
】

ち
ろ
'
-
と
焚
火
す'I;̂し
ゃ
山
の
宿(
8
.
5
)

25. 
立
ち
ょ
れ
ば
木
の
下涼

し
道
祖
神

塩

か
ま
の
ほ
と
り
に
あ
る
野
田
の
玉
川
末
の
松
山
な
ど
は
皆真
 

の
^
に
は
あ
ら
ず
と
聞
き
て 

涼

し
さ
に
ぅ
そ
の
名
所
も
見
て
行
き
ぬ 

多
賀
城
の
碑
を
見
て 

の
ぞ
く
目
に
一
千
年
の
風涼

し 

仙
台
南
山
閣
ニ
句 

涼

し
さ
の
は
て
ょ^33

た
^
^
の
月

野̂

3

も
ぬ
れ
て涼

し
き
夜
明
か
な

政
宗
公
塵
則 

す
、
し
さ
や
君
が
あ
た
り
を
去
り
か
ぬ
る

26. 

二
階
か
ら
つ
か
む
棄
や
風涼

し

, 

¢
3

閣
ニ
句 

27す
/'

し
さ
や
此
山
に
こ
の
家
一
つ

28.
と
の
窓
を
見
て
も涼

し
や
山
の
影

槐
園
に
別
れ
て
南
山
閣
を
辭
す 

す
、
し
さ
を
君
一
人
に
も
ど
し
お
く

凉
し
さ
や
山
の
下
道
川
つ
た
ひ

1
1
1-

一一̂

歌
の
は
る
か
に涼
し
木
下
道

風涼

し
瀧
の
し
ふ
き
を
吹
き
送
る

上
下
の
瀧
の
中
道
袖
す
、
し 

, 

^
温

泉
四
句 

29涼

し
さ
は
下
に
水
行
く
1

哉

ち
ろ

-̂
と
焚
火涼

し
や
山
の
家

一 14 -



涼

し
さ
や
！，
0

う
つ
る
夜
の
山(8
.
5
)

雲
に
ぬ
れ
て
關
山
越
せ
ば
袖涼

し

(
8
.
6
)

涼

し
さ
や
羽
前
を
の
ぞ
く
山
の
穴

(
8
,
6)

險
道
の
は
る
か
に
人
の
影
す
^

し
(
8
.
6
)

涼

し
さ
を砕

け
て
ち
る
か
瀧
の
玉

(
8
,
6) 

鴉
む
れ
て
タ日
す
ゾし
き
野
川
か
な(8
.
6
) 

涼

し
さ
や青

田
の
中
の
一
つ
松

(
8 

‘ 
6)

夕
雲
に
ち
ら
り
と涼

し
一
つ
星

(
8
,
6)

涼

し
さ
や
行
燈
う
つ
る
夜
の
山

【
作
並
黌

】

30.
窓
ぁ
け
て
寐
さ
め涼

し
ゃ檐

の
雲

【
望
黌

】
 

初-
背
に
う
け
て
朝
日
す
、
し
2

の
上

【
症
黌

】

32.
鳥
啼
て
木
を
伐
る
山
の
蠢
し

關
山
越

【関

山
越
】

33
廣
潛
細
り
く
て
山
す
、
し

雲
に
ぬ
れ
て
關
山
こ
せ
ば
^
し 

【関

山
越
】

34涼

し
さ
を
そ
ょ
：
^

し
け
り教

の奥(
8
,
6)

關
山
越
の
隨
道
に
て
三
句 

涼

し
さ
や
羽
前
を
の
ぞ
く
山
の
穴

36. 

隊
道
に
う
し
ろ
か
ら
吹
く
風
す
、
し 

1

道
の
は
る
か
に
人
の
聲
す
ゾ
し

37. 

す
、
し
さ
や
關
山
こ
え
て
下
り
首 

す
、
し
さ
を砕

け
て
ち
る
か
瀧
の
玉 

鴉
む
れ
て
夕
日
す
、
し
き
野
川
哉 

涼

し
さ
や青

田
の
中
の

|

つ
松

夕
雲
に
ち
ら
り
と涼

し
一
つ
星 

【楣
岡
】

38.
火
を
と
も
す|村涼

し
山
の
陰 

【楣
岡
】

39.涼

し
さ
を
風
鈴
一
つ
そ
ょ
ぎ
け
り 

【大
石
田
】

40.
蠢
に涼

し
き
風
の
姿
か
な

【関

山
越
】

【関

山
越
】
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【大
石
田
】

す
ブ
し
さ
のー

筋
長
し
最
上
川
^
.

?
)

【？
川
】 

【1

川
】

右
の
表
の
ァ
〜
ス
の
句
は
、
前
述
の
『瀬

^
!

日
屋
^

^
』
上巻

に
つ 

い
て
記
し
た
部
分
で
子
規
が
例
と
し
て挙

げ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、 

『寒
山
落
木
』
の
中
に
は
「は
て
知
ら
ず
の
記
」
に
は
記
さ
な
か
っ
た
句
が 

<11

^

れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
な
ぜ
子
規
は
そ
れ
ら
の
句
を
「は
て
知
ら
ず 

の
記
」
か
ら
省
い
た
の
で
あ
ろ
ぅ
か
。
そ
こ
で
、

1

~
43
の
句
が
、
み
ち
の 

く
の
旅
に
お
い
て
ど
の
地
で
詠
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
の

か、

「は
て
知
ら
ず 

の
記
」
の
記
述
か
ら
、
或
は
、

『寒
山
落
木
』
の
注
か
ら
、
相
互
に
判
明
す 

I

の
に
限-
^

定
づ
け
て
み
た
い
と
思
ぅ
。
た
だ
し
、
松
島
に
お
け
る
句 

に
つ
い
て
は
、
場
所
の
移
動
が
な
い
の
で
記
載
し
な
い
。

I
郡

山

ハ

7
 
.

2 1
)

郡
山
に
宿
る
。
舊
臺
に
し
て
ニ
千
餘戸

の
村
市
な
り
。
三
四
の

1̂
5

氷 

を
賣
れ
ば̂
^

男
女
更
る̂
-

來
り
て
梭
を
織
る
が
如
し
。

乙
郡
山-
馨

沼

了
22

(

『俳̂

^

』
序
よ
り
)

41. 

風
鈴
の
ほ
の
か
に
す
、
し
竹
の奥
 

す
、
し
さ
の一

し
！̂

川

42. 

す
、
し
さ
の真

中
を
下
す
^

^
哉

43. 

す
、
し
さ
や
足
ぶ
ら
さ
け
る
水
の
中

為

福
寺
へ
の
？ 
(
7 
-23
)

ニ
本
松
を横

ぎ
り
て
野
に
出
づ
れ
ば

1

あ
ち
ら
こ
ち
ら
に
別
れ
て
山
に 

か
、
る
に
何
れ
の
道
か
と
問
ふ
べ
き
！

^

な
し
。
坂
一
つ
こ
え
て
人
に
聞 

け
ば
さ
て
は
路
に
迷
は
れ
た
り
。

4.
¢

¢
 
,信
夫
山
麓
公
園
へ
の
¥

(

7

.

24
)

十
二
日
の
月
澄
み
渡
り
て青

田
を
渡
る
風涼

し
き
に
空
し
く
町
に帰

る
心 

な
け
れ
ば1

づ
た
ひ
に
迷
ひ
行
く
も
興
あ
る
遊
び
な
り
。

56110

 
.葱

措
7
.

25
)

此
石
に
つ
き
て
土
人
の
言
ひ
傳
へ
た
る
面
白
き
話
あ
り
。
今
ま
は
昔
河
原 

の
左
大
臣
と
て
世
に
と
き
め
き
給
ふ
大
臣
あ
り
け
り
云々

。

19.
穗
石
寺 
7
 
.29
)

石
寺
に
詣
づ
。両

側
の
^

： I

町
許
り奥

ま
り
て
山
門
あ
り
。
^
^
し 

蟲
蝕
し
て
猶
舊1

存
す
。

瓜
笠
島-
道
祖
神?
.

^

野
徑
四
五
町
を
過
ぎ
岡
の
上
杉
暗
く
生
ひ
こ
め
た
る
中
に
一
古
社
あ
り
。 

名
に
高
き
笠
島
の
道
祖
社
な
り
。



叕

迎
ロ雳

閣
?
.

^
)

閣
は
山
上
に
あ
り
川
を
隔
て、

111111
*
3

と
相
對
す。

29.
8

 黌

(
8
-
5
)

に
投
宿
す。
家
は
山
の
底
に
あ
り
て
翠
色虫
簡
に
滴

^
,

聲
床 

下
に
響
く。

30.
症
黌

(
8

.
6
)

(
六
日
に
次
の1
 り。
)

見
し
夢
の
名残
も涼
し檐
の
端
に 

雲
吹
き
お
こ
る
明
方
の
山 

31.
32.関
^

！.
羽
前
の国
へ
の$
(

8

.
6
)

蝉
の
聲
い
つ
し
か
耳
に
遠
く

一

鳥
朝
日
を
負
ふ
て
山
ょ
^

3

に
啼
き
ぅ
つ 

る1
1̂

の
歌
か
す
か
に
其奥
に
聞
え
た
り。

33，
34
35，
關
山
越(
8
,
6)

さ
す
が
の
廣瀬
河
細
り
細
り
て
今
は
觴
を
も
泛
べ
つ
べ
き
有様
な
る
に
云 

々
0

賤
し
き
衣
を
着
け
た
る
が
上
に
細
き
袴
を
穿
ち
た
る
其
さ
ま
恰
も
木曽
人 

の
如
し。

36. 

關
山
越
の1

(
8
,
6)

陽
道
に
入
れ
ば
三
伏
猶
冷
か
に
し
て
陸
羽
を
吹
き
通
す
風
腋
の
下
に
通
ひ 

て
汗
は将
に
水
ら
ん
と
し
て
云々
。

37. 

關
山
越
え
て
の1

(
8
,
6)

涼
風
わ
が
背
に
吹
き
て
下
-

^

更
に
熱
き
事
を
知
ら
ず。

38.
39.

楣
岡̂
旅
店
(
8
.
6
)

い
か
め
し
き
旅
店
な
が
ら
鐵炮
風
呂
の
火
の
上
に
自
在
を
懸
け
て
大
な
る

か
ん
す

鍇
子
を
つ
る
し
た
る
さ
ま
な
ど
鄙
び
て
お
も
し
ろ
し。

(
六
日
に
次
の
句
あ
り
。

)

涼
し
さ
や青
田
の
中
の

|

つ
松 

夕
雲
に
ち
ら
り
と涼
し
一
つ
星 

40.

41.
大
石
田
の
宿(
8
,
7)

(
七
日
に
次
の
句
有
り
。

)

風
鈴
の
風
に
ち
り
け
り
雲
の
峰 

風
鈴
の
ち
ろ
^
と
秋
の
立
ち
に
け
り 

42，
43，
大
石
田
の
宿.！̂
川
?
.

?
)

最
上
川
に
沿
ふ
た
る
一
村
落
に
し
て
昔
よ
り
川
船
の
出
し
場
と
見
え
た
り。 

こ
の
よ
う
に
省
略
句
は
「は
て
知
ら
ず
の
記
」
か
ら
そ
の
配
列
に
よ
っ
て 

明
確
に1

づ
け
ら
れ
る
も
の
ば
か
り
で、

「瀬
8

屋
^
^
」
上巻
 

^
3
3
^

る
に
就
き
て
思
ひ
つ
き
た
る
所
を
い
ふ」
の
中
で
子
規
が
述
べ
て 

い
る
通
り、実
景
を
詠
ん
だ
も
の
と
し
て関
連
が
明
確
に
な
る
の
で
あ
る。

こ
れ
ら
の
句
を
含
め
て
全体
的
に
見
る
と、
そ
の
句
が
詠
ま
れ
た状
況
に 

は、実
景
と
し
て
一
つ
の
共
通
点
が
あ
る
こ
と
に気
が
付
く

.。
そ
れ
を
「は 

て
知
ら
ず
の
記
」
か
ら
左
に
記
載
す
る。

…

月
明
り
に
行

!̂
す
ま
せ
て
庭
前
に
廣
敷
を
な
ら
べ
團
扇
は
蚊
を
逐
ふ
の 

賣
に残
し
て
葉
柳
の
風
に涼
む。
杉
高
う
し
て
！

^

月
低
う
し
て青
し。 

(
七
.

ニ
三)

涼
し
さ
や
む
か
し
の
人
の
汗
の

あ

と
 

…

十
二
日
の
月
澄
み
渡
り
て青
田
を
渡
る
風涼
し
き
に
空
し
く
町
に帰
る、ひ
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な
け
れ
ば
歷
づ
た
ひ
に
迷
ひ
行
く
も
興
あ
る
遊
び
な
り
。

(
七
.

ニ
四)

笛
の
音
の涼

し
う
更
く
る
靈
か
な

…

月
は
大
空
に
あ
り
て
四
方
の
山

#

^

を
被
り
た
る
が
如
く
1

の
町
は
そ

れ
か
と
許
り
足
下
に
模
糊
た
り
。
(
七
.

ニ
四)

見
下
ろ
せ
ば
月
に涼

し
や
四
千
軒

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

 

^

…
窓
を
開
け
ば
十
六
夜
の
月
澄
み
渡
り
て
日
頃
の
う
さ
を
す
折
か
ら
不

圖
1

の
け
し
き
こ
そ
思
ひ
出
-さ
れ
た
れ
。
心
飛
び
立
つ
許
り
に
は
や
り
て

如
何
で
こ
の
月
を
あ
だ
に
は
と
足
は戸

の
外
ま
で
踏
み
出
し
な
が
ら
最

0
^

深
け
て
終
列
車
の
時
刻
も
過
ぎ
た
り
。

(
七
ニー

八)

涼

し
く
も
が
ら
す
に
通
る
月
夜
か
な

:
今
や
月
出
づ
ら
ん
と
眼
を
見
張
る
も
を
か
し
く

 

(七
.

ニ
九)

す
^
し
さ
や
さ
ら
に
月
な
き
千
松
島

…
う
れ
し
や
海
の
面
ほ
の
か
に
照
り
て
雲
の
隙
に
月
の
影
こ
そ
現
か
ん
と
す

な
れ
。
(
七
-

ニ
九)

す
^
し
さ
の
魂
出
た
り
千
松
島

す
^
し
さ
の
ほ
の
め
く
闇
や
千
松
島

…

雨
晴
れ
て
海
天1

す
る
の
ほ
と̂
^

を
漏
ら
す
も
の
は
月
な
り
(七

,

三一
)

涼

し
さ
の
は
て
よ^33

た
^
^
の
月 

こ
の
よ
う
に
、涼

し
さ
は
月
を
背
景
に
多
く
詠
ん
で
い
る
こ
と
に気

付
く
の 

で
あ
る
。当

時
の
天
候
を
、内

閣
裏
局
か
ら発

行
さ
れ
た
明
治
二
十
六
年 

の
『裏

』
に
よ
り
示
し
て
み
る
。

八 八 七 七 七 七 七 七 七 七 七 七 七 七 月

ニ 三 8 云 7\ 石 1 1 三 ニ 0 日

石
巻

石
巻

石
巻

石
巻 ク I 石

巻
石
巻 ク 麗 8 1 ク I I ク 1 I 地

名

1 1
午
剪 |

時

1

蒔
8
蒔

1
蒔 | 8

蒔

午
後
十
時

午
後

蒔
I
蒔

1
蒔

51 1 I
5

雲
蒔

8 8
蒔

8
蒔

時

間

七
5

七 七
五

七
五

七
五

七
五
七

七 
五
八

七 
五
八 ！七 七

五
五

七
8

七
8

七
五
六

七
五
ハ

七 
五
八 ！主 左

I 1 気

五 五 八 五 四 四 〇 三 〇 七 ニ 九 八 ニ 九 六 ニ 九 五
1±

九 四
三 三

一

八 九 云 八 〇 八 云
一 ニ 三 ニ 三 8 云 気

五 八 〇 九 九 八 九 八 ニ 八 八 八 七 ニ 七 四 ニ 六 温

曇 驟 雨 曇 曇 晴 曇 曇 曇 1 曇 曇 雨 1 快
晴 曇 晷 晷 1 晴 晷 I

一 一 一 一 ニ
、— ―— メ ' - — 7— ’

云
一 三 一 ニ ニ 三 三 三 ニ ― 一 8
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八
ク

八 八

七 六 五
山
形

山
形 ク 山

形

I
蒔

8
蒔

2
蒔

I
5

1

七
五
九

七 
五
八

八

七
〇

七

七
五
九
五

七
五
七

0
三 5

四 六 ニ
—1—六

晴 晴 曇 學 晴

五
— ，— ， 

七 三 六

こ
れ
に
よ
る
と
、
雨
の
日
が
非
常
に
少
な
く
、
曇
の
日
が
多
い
。
^
と温
 

度
と
の
間
に
は
差
が
な
ぃ
。

「涼

し
」
と
天
候
.温

度
は

麗
さ
せ
て
考
え
 

る
こ
と
が
で
き
る
と
は
^

で
き
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、

「涼

し
」
の
匀 

金
詠
む
に
あ
た
り
、
そ
の
根
底
に
月
が
存
在
す
る
こ
と
は
確
か
で

あ
り
、
そ 

れ
は
次
の
句
で
決
定
的
な
も
の
に
な
る
と
言
え
る
で
あ
ろ
う

0

…

窓
を
開
け
ば
十
六
夜
の
月
澄
み
渡
り
て
日
頃
の
う
さ
を
生
—
す
折
か 

ら
不
圖
松
島
の
け
し
き
こ
そ
思
ひ
出
だ
さ
れ
た
れ
。

月
に寝

ば
^
島
に涼

み
せ
ん 

さ
て
、
こ
れ
ま
で
『寒
山
落
木
』
と
の
比
較
か
ら
「涼

し
」
を
捉
え
て
き 

た
が
冒
頭
で
述
べ
た
よ
う
に
、
み
ち
の
く
の
旅
は

¢31¢

を
慕
っ
て
の
も
の 

で
あ
る
以
上
、

「涼

し
」
の
句
は
も
ち
ろ
ん
、
そ
れ
、；；

5¢；

の
句
に
も蟇

に 

対

す
る
さ
ま
ざ
ま
な
思
い
が
詠
み込

ま
れ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。
そ
こ
で
、 

二
人
の
足̂〇

を
た
ど
り
な
が
ら
、

「は
て
知
ら
ず
の
記
」
と
『お
く
の
ほ 

遙
』
の
句
を
比
較
し
、
主
に
二
人
の

^

^

に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

み
ち
の
く
の
旅
に
お
い
て
、
子
規
は
根
岸
か
ら
、
芭
蕉
は
深

川
の
庵
か
ら 

旅
に
出
て
以来
、
二
人
の
足
努
が
合
流
す

る
地
点
は
白
河
の
閨であ
る
が
、 

そ
こ
に
たど
り
着
く
ま
で
の
道
順
は
、
色
焦
は
徒歩

で

あ
り
、
子
規
ま文
明

の
利
器
と
も
言
え
る
汽
車
で
あ
つ
た
。
こ
の
こ
と
は当

然
子
規
に
^
^
の
差 

を
感
じ
さ
せ
た
で
あ
ろ
う
し
、実

際
「は
て
知
ら
ず
の
！̂

の
中
に

も

「き
 

の
ふ
都
を
た
ち
て
け
ふ
此
處
を
越
ゆ
る
も
思
へ
ば
汽
車
は
風
流
の
罪
人
な
り

|0 

と
い
う
記
述
が
あ
る
。
そ
し
て
、
子
規
は
時
間
の
流
れ
を
感
じ
な
が
ら
、
し 

か
し
そ
れ
を
事実

と
し
て
捉
え
、

汽
車
見
る
山
を
の
ぼ
る
や青
嵐 

の
句
を
詠
み
、
芭
蕉
の

西
か
東
か
先
早
苗
に
も
風
の
音

 

芭
蕉
 

の
句
を
意
識
し
な
が
-1̂̂

5、

早
苗
に
も
我
色黒

き
日
讓 

と
い
う
芭
蕉
と
の
違
い
を
1

に
表
現
し
た
の
で
あ
る
。
同
じ
白
河
の
中
島 

山
麓
宅
で
子
規
は
、

夕
顔
に
.昔
の
小
唄
あ
は
れ
な
り 

と
詠
ん
で
い
る
が
、
こ
れ
は
^
^
川
に
お
け
る

風
流
の
初
や
お
く
の
田
植
う
た

 

色
焦
 

皇
思
識
し
て
の
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
い
さ
さ
か
疑
問
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、 

同
年
「は
て
知
ら
ず
の
翌
の
後
に
書
い
た
「色
焦雑

談
」
の

中
で
、

「田 

植
う
た
」
を悪

句
と
し
て
捉
え
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、

そ
の
批
評 

の
記
述
を
見
る
と
、

「別
に顏

す
べ
き
句
に
も
あ
ら
ね
ど
さ
り
と
て
面
白
き 

^

^

見
え
ず
。
風
流
の
初
と
は
暴
路
に
過
ぎ
た

^

^

か
10
と
し
て
い
る
だ
け 

で
、

「田
植
う
た
」
と
い
う
句
自体

に関

し
て
は
問
題
意
識
を

も
つ
て
い
る 

の
で
—

。ま
た
、

「は
て
知
ら
ず
の
記
」
に
、

「白
河
に帰

り
中

8

を 

訪
ふ
。
此
人
風
流
に
し
て
關
の
紅

^

^

^

て
扇
な
ど
に
す
か
し
た
り

0

し

- 19 -



と
あ
る
こ
と
か̂!
?

え
て
も
、こ
こ
で
は単

に
中
島
山
麓
宅
で
風
流
を
感
じ
、 

震
的
に
も
「田
植
う
た
」
を
詠
ん
だ
地
に
近
い
と
い
う
こ
と
で
「小
唄
」

と
詠
ん
だ
も
の
で
あ
ろ
う
。
場
所
的
に
同
じ
と
い
う
こ
と
で
は
、
！

の
忍 

ぶ
の
里
に
お
け
る

涼

し
さ
の
昔
を
か
た
れ
1

摺 

子
規
 

早
苗
と
る
^
^
と
や
昔
し
の
ぶ
摺

 

芭
蕉
 

の
句
を対

照
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
、
八
月
七
日
大
石
田
の
宿
に
お
い
て 

風
鈴
の
風
に
ち
り
け
り
雲
の
峰 

風
鈴
の
ち
ろ
-—

と
秋
の
立
ち
に
け
り 

八
月
八
日
、
九
日
、
日！

¢
-4

川
に
お
い
て 

0-
吹
く
と
か
こ
の
い
ふ
な
り
け
さ
の
秋 

む
し
ろ
帆
の
風
に
熱
さ
の残

り
け
り 

と
、
連
日
「風
」
を
^

^

え
た
句
を
詠
ん
で
い
る
が
、
こ
れ
ら
が
す
べ
て
最 

上
川
に
お
い
て
詠
ま
れ
て
い
る
こ
と
か

^

！"え
る
と
、

風
の
香-
^

に
近
し1

川 

色
焦
 

と
い
う新
庄
で
の
囊
の
句
を
意
識
し
て
の
も
の
で
あ
る
と
言
い
切
れ
る
で 

あ
ろ
う
。最
上
川
沿
い
の
宿
で
は
他
に
、

ず
ん
'̂.—
と
夏
を
流
す
や
最
上
パ 

と
い
う句
を
詠
ん
で
い
る
が
、
加
藤
楸
麗
に
よ
る
と
、
こ
れ
は
色
蕉
の 

暑
き
日
を
海
に
入
れ
た
り
最
上
川

 

色
蕉
 

を
踏
ま
ぇ
て
の
も
の
で
ぁ
る
と
ぃ
9，，
泡
確
か
に
そ
の
通
り
で
ぁ
る
と
ぅ
な
ず 

け
る
^
/

子
規
が
こ
の
「ず
ん
く
と
」
の
句
を
詠
ん
だ
地
で
あ
る
大
石
田

で
、
芭
蕉
は

五
月
雨
を
あ
つ
め
て
早
し
日
！̂

川

 

色
蕉

之
詠
ん
で
い
る
。
そ
し
て
、
子
規
は
こ
の
句
を
「芭
蕉雑

誇
で
「雄壮

豪

寒
る
句
」
と
言
っ
て
佳
句
と
し
て
取

^
-

一
げ
て
い
る
の
で
あ
る
。
子
規
は

ま
ざ
に
こ
の
句
を
思
い
な
が
ら
「ず
ん

^

^

と
」
の
句
を
詠
ん
だ
の
で
あ
る
。

ま
た
、
八
月
十
日
、
酒
田
に
お
い
て
も

面
白
や
草鞛
は
く
日
の
秋
の
風

と
い
う
「風
」
を
含
む
句
を
詠
ん
で
い
る
が
、
こ
れ
は
囊
の
「風
」
の
句

仙4

ロ
に
お
け
る

あ
や
め
草
足
に
結
ん
草
鞋
の緒
 

色
焦

と
い
う
句
の
意
識
の
方
が強

い
と
思
う
。
子
規
は
「十
日
、
下駄

を
捨
て
、

草
1

5

？」
ち
、
そ
の
霞
、
芭
蕉
が
草
鞋
の緒

を
足
に
結
ぶ
姿
が
浮
か
び
、

そ
れ
を
自
分
に
重
ね
た
は
ず
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
思
い
が
こ
め
ら
れ
て
し

る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

以
上
、
二
人
の^

に
お
け
る
接
点
を
述
べ
て
き
た
が
、
子
規
の
み
ち
の

く
の爷

ま
.芭
蕉
へ
のさ
ま
ざ
ま
な思
い
を
含
ん
だ
も
の
で
、
た
だ単

に
『お

く
0

ほ
そ
道
』
に
な
ぞ
ら
え
て
の
も
の
で
は
な
い
。
そ
れ
は
、

『寒
雷
』
に

お
け
る
加
藤
楸
邮
氏
の
「は
て
知
ら
ず
の
記
」
の
句
と
芭
蕉
の
句
と
の対

照

か
ら
も
言
え
る
こ
と
で
あ
る
。
楸
邨
氏
は
次
の
よ
う
に対

照
さ
せ
て
い
る
。

注
3

へ
)内

は
！
^
に拠

る
も
の
で
あ
る
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松
島
の
風
に
吹
か
れ
ん
ひ
と
へ
物

武蔵
野
や青
田
の
風
の
八
巨
里 

涼
し
さ
や
む
か
し
の
人
の
汗
の
あ
と

タ
顔
に
昔
の
小
唄
あ
は
れ
な
り 

す
':/'

し
さ
や
神
と
佛
の
^
志 

寺
に寝
る
身
の
尊
さ
よ涼
し
さ
よ 

涼
し
さ
の
音
を
か
た
れ
葸
摺

人
く
ず
の
身
は
死
に
も
せ
で
夏
寒
し 

松
島
の
闇
を
見
て
ゐ
る
す
ゾ
み
か
な

す
.〜
し
さ
を
裸
に
し
た
!̂
^
;里

涼
し
さ
の
こ、
か、！
^
目
に
あ

ま
り
け
り 

涼
し
さ
の
は
て
よ^35

た
^
の̂
月 

^ず
ん̂
-

と
夏
を
流
す
や1

川

土
用
干
や
裸
に
な
り
て
旅
衣

瀧
通
や
風
ふ
る
ひ
こ
む
散
り
松
葉

一
つ
ぬ
い
で
ぅ
し
ろ
に
負
ひ
ぬ
^

一̂
へ

(

「塵雑

談
」
日
く
篇
费
実

況
を写

し
て
一
誦
三
嘆
せ
し
む
る
者

)

初
秋
や
海40

1：

田
の
一
み
ど
り

11̂

や
つ
は
も
の
ど
も
が
夢
の
跡

へ
「色
蕉雑

談
」
日
く
雄壮

一
書
な
る
句
一 

\

「お
く
の
ほ
そ
道
」
に
有
り

 

一

畫

顔
に
米
搗涼

む
あ
は
れ
な
り

神
垣
や
か
か
る
と
こ
ろ
に
涅
槃
像

寺
に寝

て
ま
こ
と
^
一
る
月
見
か
な

早
苗
とる

\|^

と
や
昔
し
の
ぶ
摺 

(

「お
く
の
ほ1

」
に̂

0
)

死
に
も
せ
ぬ
—

の
果
や
秋
の
暮

星
崎
の
闇
を
見
よ
と
や
^

¢1

涼

し
さ
を
わ
が
宿
に
し
て寝

ま
る
な
り 

(

「お
く
の
ほ
そ
道
に
有
り
)

こ
の
あ
た
り
目
に
見
ゆ
る
も
の
は
み
な
京
し

暑
き
日
を
海
に
入
れ
た
り
川 

(

「お
く
の
ほ
そ
道
」
に
有
り
)

夏
衣
い
ま
だ虱

は
と
り
つ
く
さ
ず

(

「謹雑

談
」
日
く
讓
の変

化
せ
る
者
蠢
き
中
に
字
餘
り
の
句

)

清

瀧
や
波
に
散
り
こ
む青

松
葉

(

「色
蕉
雜
談
」
日
く
幽
玄
な
る
者

)
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ほ
ろ

-̂
と
山
吹
ち
る
か
瀧
の
音 

(

「色
焦雑

談
」
日
く
幽
玄
な
る
者

)

何
と
な
く何
や
ら
ゆ
か
し
堇
草

む
ざ
ん
や
な
甲
の
下
の
き
り
ぎ
り
す 

(

「お
く
の
ほ
そ
道
」
に
—

)

1

や
顔
の
と
こ
ろ
が
薄
が穂
 

次
の
句
も対

照
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
と
述
べ
て
い
る
。

ほ
ろ̂
^

と
谷
に
こ
ぼ
る
、
い
ち
ご
か
な

何
や
ら
の
;̂
き
に
け
り
瓜
の
皮 

笊

ふ
せ
て
お
け
ば
晝
鳴
く
き
り
ぎ
り
す

骸
骨
と
わ
れ
に
は
見
え
て
秋
の
風

(注-0

そ
の
他
、
楸
邨
氏
は
『日
本
の

1

』
の
注釈

に
お
い
て
、

我
は
ま
た
山
を
出
羽
の
初真

桑 

蜻
蜒

や
追
ひ
つ
き
か
ぬ
る
下
^

^

こ
の
よ
う
に
、
芭
蕉
を
意
識
し
て
の
句
は

^

^

く
あ
る
が
、
芭
蕉
に対

す 

る
思
い
と
い
う
も
の
は
決
し
て
敬
慕
と
い
う
意
味
だ
け
で
は
な
い
。
み
ち
の 

く
の
旅
に
お
い
て
、
色
焦
の
句
を
意
識
し
な
が
ら
も
、
芭
蕉
が
行
っ
て
い
な 

い
土
地
や
、
一
句
も
『お
く
の
ほ
そ
道
』
に
入
れ
て
い
な
い
土
地
で
、
子
規 

く
詠
ん
で
お
り
、
ま
た
、

「茜

襲
談
」
に
お
い
て
、

「色
焦
の
俳 

句
は
過
半悪

句
^
を
以
て
埋
め
ら
れ
上乗

と称

す
べ
き
者
は
其
何
十
分
の 

一
た
る
少数

に
過
ぎ
ず
。
^¢

1

か
に
可
な
る
者
を
求
む
る
も
寥々

晨
星
の
如 

し
」
な
ど
と
い
う
大胆

不
敵
な
言
を発

し
な
が
^
^
認
め
る
べ
き
と
こ
ろ 

め
、
佳
句̂
\

く
取̂

け
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
論
は
時 

期
的
に
考
え
て
も
み
ち
の
く
の
旅
の
頃
か
ら
頭
の
中
に
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。 

そ
れ
な
ら
ば
、

「は
て
知
ら
ず
の
記
」
に
お
け
る
芭
蕉
と
の

X

は
、

「色 

蕉雑

談
」
論
の
先駆

と
言
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
つ
ま
り
、
色
蕉
へ 

の対

抗
意
識
を
「は
て
知
ら
ず
の
記
」
の
旅
で
示
そ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

め
づ
ら
し
や
山
を
出
羽
の
初
^
子 

蜻

鈴
や
と
り
つ
き
か
ぬ
る
草
の
上

俳
句
に
お
い
て
も
そ
の
試
み
は
確
か
に
見
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
八
月
五
日

に
行
け
ば
あ
つ
し
や
め
れ
ば涼

し蝉

の
聲 

と
い>0

!
?

が
あ
り
、
こ
れ
か
ら

閑
け
さ
や
岩
に
し
み
入蝉

の声
 

ゃ
色
蕉 

と
い
う
句
が
自
然
に
浮
か
ん
で
く
る
。
こ
れ
は
山
^
一
石
寺
に
お
い
て
詠
ま 

れ
た
も
の
で
あ
り
、
子
規
の
方
は

作
： !

温

泉
へ
向
か
う1

で
の
句
で
あ
る
。

は
そ
の
後
天
童.東
根
と
北
上
し
て
い
く
の
で
あ
る
が
、
立
石
寺
へ
は 

^

行
か
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
子
規
の
足
取
り
か
ら
子
規
の 

芭
蕉
に対

す
る対

抗
意
識
が
考
え
ら
れ
る
が
、
立
石
寺
で
の
こ
の
句
を
子
規 

は
「色
蕉雑墼

で
「
蓝
雅
な
る
者
」
と
し
て
佳
句
に
取

1

げ
、
前
述
の 

句
に
「蝉

の
聲
」
を
詠
み込

ん
で
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
は
芭
蕉
を
意 

識
し
て
の5
と
い
うこ
と
に
な
る
。
つ
ま
り
、
こ
こ
に
も
子
規
の
芭
蕉
へ
の
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1

を残

し
な
が
ら
の
さ
さ
や
か
な
抵
抗
が
表
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
芭
蕉
に対

す
る
さ
ま
ざ
ま
な
思
い
は
、
敬
慕
で
あ
り
、
抵 

抗
で
も
あ
っ
た
が
、
子
規
は
芭
蕉
に
は
な
い
新
し
い
も
の
を
築
こ
う
と
し
た 

の
で
あ
る
。
そ
れ
が
具
：

^

さ
れ
た
も
の
が
「涼

し
」
で
あ
っ
た
よ
う
に
思 

う
。
子
規
は
み
ち
の
く
の
旅
と
い
う
こ
と
で
芭
蕉
を

©
0

に
出
し
な
が
ら
、 

雇
し
」
を
以
て
自
分
の
世
界
を
開
い
て
い
こ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

注
1，

『子
規
全
集』巻

一
解
題
(
和
田
茂
樹)

注
2

加
^

邮

「子
規
芭
蕉
の
！

の
一
例
—
は
て
知
ら
ず
の
記
を
中
心 

と
し
てー
」
(

「寒
雷
」
十
二
卷
九号(昭
和
二
十
六.
^
一
月一 

日
)

注&
同右

注
I
 

『日
本
の
詩
歌
』3 
中
央
公
論
社)
鑑
賞.
注釈

加
蠢
頓(昭
.

和
四
十
四
年
九
月
十
五
日
)

注
&

和
田
克
司
岡
子
規
と
『は
て
し
ら
ず
の
！；
に
お
け
る
秋
田」

(

『重

』
昭
和
六
士
一
年

|

月
一
日)

(
こ
の
論
文
は
、
和
田
克
司
氏
の
指
導
と

突
：：；

に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

)

(
特
別
蠢
ニ
子
規研

究
家
)

(32
へー

ジ
よ
り
つ
づ
く
)

憂
き
我
を
淋
し
が
ら
せ
よ
閑
古
鳥 

静

か
さ
や
岩
に
し
み
入
る蝉

の声
 

此
の
有
名
な
芭
蕉
の
，二
句
に
も
、
之
等
の
句
を
詠
む脳

中
に
は
前
述
の

鳥
啼
山
更
幽

の
詩
句
が
頑
然
と
こ
び
り
つ
い
て
い
た
と

思

ふ。
^
一画

そ
れ以
外

に

斯
 

4

せ
し
め
る
動
機
が
あ
つ
た
に
は
違
ひ
な
い
が
、
根

1

想
の隹

測 

は
外
れ
て
い
な
い
と
！！

5̂

る
。
兎
に
角
！^
の
差
、
生国

の
差
以
上
の 

或
物
が
芭
蕉
の
心
を
支
配
し
て
い
た
と
言
へ
ば
よ
か
ら
ぅ
。

と断

じ
て
い
る
。

昭
和
八
年
に
入
っ
て
1

の
主§

1

人
(

1

)
は
子
規
居
士
の転
 

響
作
を発

表
し
、1

「俳
星
」
の
主
密
石
髮
火
天
も転

和
吟
へ
の

^

 ̂

を
示
し
て
は来

た
も
の
の
、

1
¢
¢：

は
、
近来

北
羽
新
報
紙
上
に
望
の転

和 

吟
の
無
き
を1

に
堪
え
ず
と
し
、
慢
吟
十
句
を

摄
至
に
宛
て
、転

和
吟
を 

！

し
て
い
る
。

胥
の
遺
品
中
に
は
、
北
羽
霜
は
昭
和
八
年
三
月
一
日号

を
以
て
零 

ぢ
、
北
羽
に
お
け
る転

和
吟
又
影
を
ひ
そ
め
た
中
に
、

1610:： 独

^
!
海
の 

涯
に転

和
吟
の
道
を
守
り
通
し
た
が
、戦

後
半歳

窮
乏
の
中
に
七
十
八歳

を 

も
っ
て
多̂
^

生
涯
を
終
え
た
の
で
あ
っ
た
。

昭
和
ニ
十
一
年霄

の
遺
族
宛
に
格
堂
よ
り届

い
た
端
書
に
、

梅
散
て
聞
え
ず
な
り
ぬ転

和
吟 

お

海
南
に
隕
つ
る
一
星冴
え
返
る 

鶴
去
て
俄
か
に
淋
し
梅
の
月 

弔
霽
月
翁 

格
堂 

と
あ
る
。
こ
の
童
も
、
昭
和
二
十
三
年
十
二
月
一
日霄

に
次
い
で没

し 

た
。 

(昭
和
六
十
三̂4

-
0
1̂

会

講
演)
(

松
山
子̂
^

幹
事)
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「北
羽
新
報」
に
お
け
る
霽
月.
格
堂
の転
和
吟

足

立

修

平

1

の
北
の
涯
、̂

港
で発

行
さ
れ
る
—

に
「北
羽1

」
と
い
ぅ 

の
が
あ
っ1」。
そ
の
昭
和
七
年
八
月
十
四
日
の
三
三
、
四
五
七号

の
第
一
面

わ
が
て
ん
な
ぎ
ん

に、

の署名入りで

"

吾転

和
吟
〃
と
い
ぅ
欄
か
あ
る
。
は
じ 

め
に
前
書
き
が
あ
り
、

「炎
天
連
日
、
水
銀
狂
騰
九
十
五
度
に
至
る
。
臥
榻 

を
！̂
に
移
し
て
！̂
句
集&
370
む
。会

心
の
詩
句
に触

る
、
度
び
に
吾
亦 

轉
和
吟
を
試
む
。
賽録

し
て
俳
友
の
一
養
を
乞
ふ
！

I

と
、
十
七
の
漢
詩
句 

に
つ
い
て
一
句
ず
つ
を
つ
け
て
い
る
。

去々
日
千
里
茫々
天
一
隅 

雲
の
峰
コ
ロ
ン
ボ
近
き
船
路
か
な 

気
蒸
雲
夢
澤
波撼
岳
隅楼
 

梅
雨
晴
の
湖
上
に
白
帆
見
ゆ
る
か
な 

戶
外
一
峯
秀
階
前
群
壑
深 

明
易
き
月
や
下
界
の
雲
の
下 

耕
釣
方
自
逸壷

觴
趣
不
空 

山

居
し
て
日
を
忘
れ
け
り
閑
古
鳥 

林静
白
日
長 

林
中
の
閑
を
占
め
た
り
か
た
つ
む
り 

勿
云
庵
中
無
一
物満

窓
冷気

分
與
君

山̂

との
^
蓄
へ
ゃ
心
太

為

人
性
癖
耽
佳
句
.語
不
驚
人
死
不
休

ま
つ
ご

ほ
と
、
ぎ
す
末
期
の
一
句
痛
ま
し
き 

江
漢
思帰
客
乾
坤
一
腐
儒 

書
を読
み
て清
貧
に処
す
心
太 

±
日0
洞
庭
水
今
上
岳
陽楼
 

旅
人
に
柱
下
り来
る
羽
蟻
か
な 

朝飲
白
夢
泉
夕
渡
明
月湾
 

晩
酌
に
こ
れ
も
て
な
さ
ん
心
太 

屋
在
白
雲
中
人帰
白
雲
中 

碁
を
崩
す
音
若
竹
に
響
き
け
り 

吾
心
本
如
月
月
亦
如
吾
心 

青
嵐
竹
の
中
行
く
流
れ
か
な 

青
山
化
石
鶴
未帰
 

白
き
羽
は
鶴
が
落
せ
し
泉
か
な 

酔

魂
忽
醒
松
風
起 

浪
音
の
枕
に
通
ふ昼
寝
か
な 

少
年
心
事剣

相
知
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編
笠
や
十
六
に
し
て
武
者
修
行 

歩
々
清
風
起 

若
竹
や
友
を
送
り
て
門
に
立
っ 

山
如
太
古
不
知
貧 

先
生
に
荀
飯
を
食
は
せ
け
り

俳
人
村
上
！

¢
1；

は
、
そ
の
自
著
霽
月
句
！
^
一

 巻

の転

和
吟
自
序
に
次
の 

ょ
ぅ
に
述
べ
て
い
る
。

数

年
前
偶
然
の
感
興
ょ
り
得来

り
た
る
予
が
一
種
の
吟
詠
あ
り
、仮
 

に
之
を転

和
吟
と
名
づ
く
。
(
中
略)
余
の
俳
諧
生
活
三
-

^

年
、
長 

い
夢
の様

な
世
界
を
溯
っ
て
見
れ
ば
其
簡
時
に
冷
熱変

化
あ
り
。
或
時 

は
索
妖、〔と
し
て
興
味
を
失
ひ
、

^
.

も
行
き
；^り
だ
な
と1

し
た
こ 

と
も
あ
っ
た
。
其
の
警霉

に
遠
ざ
か
っ
て
い
た
時
、

I

頃
漢
詩
を 

漫読

し
て
此
の
空虚

を
塡
た
し
て
ゐ
た
こ
と
が
あ
つ
た
。
其
當
^
石 

全
集
の
詩
集
が
出
て
書
架
に
在
っ
た
の
を読

み
て
、
忽
然
故
人
に
再会
 

談
笑
時
を
移
す
の
感
あ
り
、
故
人
の
^

#̂
一
の
躍
如
と
し
て
出
で来
 

る
を覚

え
、̂
一巻

を
離
さ
ゾ
る
こ
と
が
幾
日
，

^

い
た
の
で
あ
つ
た

0 

而
し
て
こ
の1

陶酔

の
餘
、
不図

何
物
か
の
浮
び来

て
や
が
て
舌
端 

に
口
誦
さ
ま
る
、
も
の
は
^
'

で
あ
っ
た
。
而
し
て
、
其
句
は
一
^
作 

1111

^

な
く
、
忽
然
と
し
て
天籟

の
吹
き
起
り
し
如
く
、
自
ら
驚
き
不
可 

田？議
に
も
感
じ
た
の
で
あ
つ
た
。
此
の
如
き
こ
と
を
屢々

繰

^
!

し

| 

種
言
ふ
べ
か
ら
ざ
る
感
興
を
得
て
、
終
に
は
進
ん
で読

詩
三
昧
裡
よ
り 

這
個
天籟

を15
¢

し来

る
こ
と
を
努
め
、
詩
集
中会
、

0

の
句
を
摘
み
て

玩
誦
し
、
盛
に
馨̂
^

詠
に
耽
る
に
至
つ
た
の
で
あ
る
。
斯
く
て

I 

時
失
ひ
し̂
#

；を
^

！ 6

し、
漱
時
の
感
興
を
更
に
新
に
し、 

又

I

馨
甚
微
妙
の
感
激^

三
昧
裡
に転

和
し
、
多数

の
句
を
得
た 

の
で
あ
っ
た
。
其
他
良
！

1
^

、

山
^

^

^
、
夫
れ
か
，
^
れ
と
手 

近
の
詩
集
を
漁
り
て転

和
し
近
年
我
句
作
の
大
半
は
此転

和
吟
で
あ
る 

や
う
に
な
つ
た
の
で
あ
る
。
這
般
の
吟
詠
は
、
先
年
松
山
で発

行
せ
し 

「葉桜
」
に
予
が
選
句
せ
し
麗号
掲

載
せ
し
が
、
其
後
件

(柿
、
董
、 

芝8
¢

'に
比
較
的
多
く1

し
、
ホ
ト
ト
ギ
ス
、
千
鳥
等
に
も
載
せ
ら 

れ
た
こ
と
も
あ
つ
た
。

併
し
餘
く発
表
し
居
ら
ず

' 

後々

批
評
の
如
き
も
少
—

人
よ 

り一

短
評
を
聞
き
し
の
み
に
て
、
或
は
響
連
歌
の
和
漢
の 

如
し
と
云
ひ
、1

連
3

合
の
趣
味
よ
り来

り
し
も
の
だ
と
云
ひ
、 

或
は
書
讀
一̂
だ
と
云
ひ
、
又
或
は
公
案
に
由
る禅

の
思
量
底
な
り
と 

云
ふ
。
何
れ
も
首
肯
さ
る
、
一
面
の
適
評
で
あ

备
る
が
、
警
平
た 

く帰

納
的
に
云
へ
ば
、従
来

季
題
に
よ
り
て
吟
詠
せ
し
を
、会

心
の
詩 

句
を
以
て
季
題
に
代
へ
て
所懐

を
舒
ベ
た
吟
詠
だ
と
も
云
へ
る
だ
ら
う

0 

但
詩
句
の
表
現
す
る
所
は
季
題
の
如
く
^
^
で
な
く
自
ら
異
る
所
の
あ 

り
、
要
は
醫
舊
諷
詠
と
云
っ
た様

な
行
き
方
に
厭
き
て
、
詩
中会
 

心
の
句
に
よ̂
:

家
の
感
興
に
共
鳴
し
て
、
自
^
懐

感
想
を
吟
詠
す 

,
る
の
で
あ
る
。」

以
上
が
！̂
の
言
う
所
の転
和
吟
で
あ
る
が、

は、

「学
問
的
定
義 

5̂
5

だ
な
い
が
、転

和
吟
の
名
が
其
表
現
す
る内

容
に

1
1̂

1势
き
も
の
だ 

と
し
て
暫
く
斯
く
命
名
し
置
く
^

^

で
あ
る
」
と
言
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、 一  25 —



「名
は
何
で
も
好
し
、
要
は
此
吟
詠
の真

味
を
味
ひ
妙
誦
を
了
せ
ば
足
る
」

と
結
ん
で
ゐ
る
。

「然
し
な
が
ら
此
吟
詠
の真

味
を
味
ひ
、
妙
諦
を
了
す
る
」 

た
め
に
は
漢
詩
文
の
深
い
造
^

?が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
い
う
ま
で
も 

な
か
ろ
う
。

さ
き
に触

れ
た
赤^

里
は、
岡
山1

身
で
明
治
十
二
年児

島
郡
@

 

星
ま
れ
、
早
く
よ
り
子
規
門
に
入
り
、
錯
の
み
な
ら
ず
、
和
歌
.
漢
詩 

文
に
も
造
詣
深
く
、
明
治
の
末
年
に
は既

に

1

と
の
俳
交
が
あ
っ
た
よ
う 

で
あ
る
。
そ
の
璧
が
、
秋
田県

能
代発

行
の
「北
羽
霜
」
に

3

磊
和 

吟
」
を発

表
し
、

「そ
の
こ
に
は
、

「日々

黑
ニ
時
に
至
れ
ば
寒
暖
計 

緒

せ
る
が
如
く
必
ず
九
十
五
度
に
上
る
。
我

%̂
を
靈
に転

じ
て読

み 

さ
し
の
！！：

〇！：

句
集
を繙

く
こ
と
殆
ん
ど
日
課
の
如
し
。
且読

み
且
味
ひ
、
心 

洵
に楽

し
け
れ
ば
、
臥
し
乍
ら
鉛
筆
を
把
て
餘
白
に

^

を
記
入
す
。即

ち 

爰
に
再
び羣

に属

す
る
も
の
を録

し
て
一
餐
に
供
す
。
五

0

が
目
的
は
固
よ 

り
苦
熱
を
避
く
る
に
あ
り
、転

和
の
格
に
入
る
と
否
と
は
臺
る
所
に
あ
ら 

ざ
る
な
り
」
と
記
し
て
い
る
。
今
ま
で
そ
の
同
調
者
な
く
、
些
か
寂
寥
を
感 

じ
て
い
た1

は
、
喜
ん
で
書
を
浪
花
の亀

田
小蛄

に
致
し
て
「小蛄

君几
 

ド
、
燈
呈
子転

和
吟
を
始
め
し
と
い
ふ
こ
と
は
初
耳
な
り
。
本
人
よ
り
何
の 

^
3

〗も
な
し
。
北
羽
の
切抜

で
も
見
せ
て
頂
き
度
く
候
。
天
下
未
だ転

和
吟 

に
共
鳴
し
て
作
を
試
み
し
を
聞
か
ず
。

资
里
が転

和
吟
を
諒
解
せ
る
第
一
人 

^

る
は
豫
て
承
知
し
居
り
、
1

帖
の
跋
に
も
深
い
同
情
を
舒
ぺ
て
居
る 

が
、
作
あ
る
こ
と
は
云
つ
て
な
く
候
」
と
、
予
想
外
の
成
り
行
き
に

1¢!：

は 

驚
—

か
つ
喜
ん
で
い
る
。続

い
て
「そ
の
ニ
」

興
盡
何
所
欲
曲
肱
空
堂
眠

凉
し
さ
の
月
松
の
樹
に
か
、
り
け
り 

、
桔
梗
聲
起処

竹
裏
是
人
家 

蚊
遣
火
や
誰
が隠

れ
住
む
竹
の奥
 

蕉
葉
如
求
雨青
笺

向
我
舒 

字
を
書
け
と
玉
解
け
か
、
る
芭
蕉
か
な 

断
磬
松
間
寺
孤
燈
竹
林
外 

凉
し
さ
の灯

ま
た
、
く
や
竹
の
中 

雲
外
疎
鐘
響
不
知
打
幾
更 

碁
に
耽
る
主
客
蚊
遣
は
消
え
に
け
り 

閉戸
著
書
多歳
月
種
松
皆
作
老
龍
鱗 

虫
干
や
折
柄
い
た
る
松
の
風 

懶揺
白
羽
扇
裸体
青
林
中 

緑
蔭
に襌
白
き
晝寝
か
な 

夜
宿
峰
頂
寺挙

手捫

星
辰 

凉
し
さ
や
廚
に寝
て
見
る
流
れ
星 

扁
舟
期暁
発
 

明
け
易
き
浪
打
際
の
別
れ
か
な 

巌
扉
松径
々
寂
寥 

此
門
や鎮
ぢ
て
幾
日
の蝉

の
殼 

と
轉
和
し
、
そ
の
後
二
日
に
は転

和
を続

け
て
、 

男
子
重
意気

不
作
別
離
情 

満
洲
へ
幾
往来
や
夏
羽
織 

四
更
山
吐
月残

夜
水
明楼



明
け
易
き
月
一
片
や
水
の
上 

中
夜
江
山静
危楼
望
北
辰 

籠
城
の
夜
半
過
ぎ
に
け
り
ほ
と、
ぎ
す
 

眼
前
千
古
意
江
山

一帰
舟 

宮
島
や
浴
衣
吹
か
る、
舟
の
中 

雷声
忽
送
千
峯
雨 

峯
か
け
て
一
刷
白
き
夕
立
か
な 

飢死真
可憂飽死亦可恥 

初鰹
酒
は
ニ
合
と
定
め
け
り 

泉以洗吾心雲以洗我目 

茶
に
も
酌
み
ふ
ん
ど
し
も
洗
ふ清
水
か
な 

風
鈴
や
客
の
多
弁
に
答
え
ざ
る 

I

笛倚風吹有声
無曲譜 

時
あ
り
て
洩
れ来
る
笛
や
樹
の
茂
り
 

一閣納万象危欄俯渺茫 

海
見
ゆ
る
二
階
借
り
た
る
夏
書
か
な 

楼
閣荘嚴界池塘清浄
心 

聴
法
に
行
く
道
す
が
ら
蓮
見
か
な 

次
で
「そ
の
三」
に
は

家貧書是業身老睡為郷 

凉
し
さ
の
紙
に
跨
り
揮
毫
か
な

I 

た
か
む
し
ろ

新
聞
を
吹
き
散
ら
す
風
や帘
 

白
日
但
看
孤
雲
眠

物
干
の
揮
凉
し
飜
る 

萬
物
得
自
然
吾
生
明
日
絡

(
子
規
詩
)

牡
丹咲

き
て
命
旦
夕
に
迫
り
け
り
(
子
規
句
)

西
行
不
逢
佛
東
行
却
逢
牛 

蚊
柱
や
牛
捕
え
た
る
村
外
れ 

(
中
略
)

不会

風
雪会

悠
然
臥
草
廬 

薫
風
や
吾
足
洗
ふ筧
水 

三
界
冗々

.事
如
麻 

馬
占
山
死
に
し
ニ
ュ
—
ス
や
雲
の
峯 

襌
似
微
玄
妙 

襌
定
の
維
摩
の
耳
や蝉
時
雨 

区
々
労

私
智読

書
未
達
天 

水
中
の
月
捉
る
猿
ぞ
凉
し
け
れ 

上
堂
先
一
笑
壁
上
有
我
書 

虫
干
や
幼
き
時
の
吾
詩
稿

I

夏
の
部
終
りー
 

九
月
二
十
七
日
と
二
十
九
日
の
北
羽

—

に
は
、
望

は

「転

和
吟
に
就 

て
」
(
上
)

、
(
下
)

の
一
文
を
載
せ
、転

和
吟
を
評
價
し
て
い
る
。

そ
の 

1

〖を
摘
記
し
て
み
る
0

私
^

^

づ
く
俳
壇
よ
り
退
い
て
ゐ
る
が
、
俳
友
と
の
風
交
は
細々

と 

続

け
、
就
中
村
上霄

老
と
は
警
繁
く
俳
信
を
交
え
て
ゐ
る
。

そ
の 

胥
老
が
、
大
正
十
年
頃
よ
り
、
詩
句
を
題
と
し
た
俳
句
を
、毎

信
必

一 2 1 —



1

附
記
す
る
や
う
に
な
つ
た
。
恐
ら
く
一
時

1

興
の
産
物
か
と
思 

ふ
て
ゐ
た
處
、
年
を経

て
中
絶
せ
ざ
る
の
み
な
ら
ず
、
益々

其
の
熱
を 

高
め
て
、
遂
に
は
あ
ち
こ
ち
の

!̂

?雑

誌
に
も発

表
す
る
や
う
に
な
つ 

た
。
私
も
始
め
の
程
は
何
と
も
感
じ
な
か
っ
た
け
れ
ど
も
、毎

1

ら 

ず転

和
吟
を
示
さ
る
、
の
で
、
其内

不
知

1

の
間
に
共
鳴
を
禁
じ
得 

な
く
な
り
、
門
前
の
^
一
が
習
は
ぬ経

を
讚
む
や
う
に
な
っ
た
の
で
あ 

る
。霄

老
も
私
を
諒
解
者
の
第
一
人
と
信
じ
て
ゐ
た
ら
し
い
。
處
が
、 

先
年
「董

」

(秋
田
出
版
の
日
本
派
の

韪
 1

で
石
井霄

、
島
田
吾 

空
等
が
主
宰)
誌
上
で
題
詩
の
攻撃

を
や
つ
た
時
、霄

老
は
吃
驚

一 

番
、
〃
君
は
陰
に
自
分
の転

和
を
痛撃

す
る
の
で
は
な
い
か
〃
と
詰
問 

し
て来

た
。
私
は
直
ち
に
、
そ
れ
は
違
ふ
、
君
の
は
問
題
外
だ
か
ら
、 

多々

益々

健
吟
を続

け
ら
れ
度
い
、
と
返
信
し
た
こ
と
も
あ
る
。
其
後 

一
昨
年
、
句
集
を
出
版
し
や
う
と
思
ふ
が
、
先
ず
第
一巻

に転

和
吟
を 

公
に
し
た
い
が
如
何
、
と
云
つ
て来

た
。
勿
論賛

成
と
愚
見
を
書
い
て 

答
え
た
。
其
の^

は
思
ふ
た
。
成
程
私
の
處
へ
書
い
て来

た転

和
吟 

^

分
あ
る
こ
と
は
あ
る
が
、
三
百
頁
か
ら
の
大
冊
を
な
す
程
の
試
作 

が
溜
つ
て
居
ら
う
と
は
、実

は
意
外
で
あ
つ
た
。
次
で
私
の
批
評
を巻
 

末
に
加
へ
た
い
と頼
ま
れ
た
け
れ
ど
も、
身

事
、
遂
に
今
日
ま
で 

其
の
意
を
果
さ
な
か
つ
た
の
は残

念
千
万
で
あ
る
。

俳
人
漢
詩
を
解
せ
ず
、
詩
家霉

を
知
ら
ざ
る
は
吾
文学

二
百
筆 

の
恨
事
で
あ
る
。
銳
删
漢
詩
を
俳
句
に翻
訳

し
、
俳
句
を
漢
詩
に翻
訳
 

し
た
例
は
少
く
な
い
。
俳訳

の
例
を
子
規
先
生
の
句
集
に
も
と
む
れ
ば
、 

任
陵
盡
喬
木
昭
王
安
在
哉

徳
川
の
代
は
亡
び
け
り
夏
木
立 

長
安
大
道
連狭
斜 

大
門
に
つ
き
あ
た
り
た
る
柳
か
な 

採
菊
東
籬
下
悠
然
見
南
山 

菊
畑
南
の
山
は
上
野
な
り 

の
如
き、
§

0115
決
し
て
凡々

た
る
直訳

で
は
な
く
、
特
に
老
手
に
俟
つ 

べ
き
意訳

で
は
あ
る
が
、
而
か
も
終
に翻
訳

の
臭気

は
蔽
ふ
ベ
か
ら
ず 

だ
。

邯鄆

城
南
遊
俠
子
自
矜
生
長
邯
鄲
裏 

江戸
ッ
子
は
江戸
に
生
れ
て
初鰹
 

の
如
き
は実

に翻

案
の
妙
に
達
し
感
吟
不
能
覆
で
あ
る
が
、
是
亦
畢 

竟翻
訳

の
域
を脱

せ
な
い
。畫

に
題
し
て畫

の説

明
を賛

す
る
が
如
く
、 

讓
重
複
の
塗
抹
を
憾
む
。

五ロ1

老
は
漱
石
氏
の
漢
詩
愛
誦
中
、
偶
然
の
感
興
に
ひ
た
り
、
自 

ら
知
ら
ざ
る1

的
吟
#

に
味
を覚

え
、6
^
35
心
の
詩
句
を1

し 

て
は
其
の
感
想
を
吟咏

し
、
其
句
積
り
て
遂
に
一巻

を
な
す
に
至
つ
た
。 

而
し
て
之
に転

和
吟
の
名
を
冠
し
た
の
で
あ
る
。
然
る
に
自
ら
提
唱
し 

襄
和
な
る
も
の
に
つ
い
て
は
、

説

明
を
加
へ

や
ぅ
とも
せ
ず
、

ご
つ
ご
つ 

い
い

1
5̂
9

い
て
宣伝

を
も
試
み
ず
、独

り
兀々

と
し
て
陶酔

に
^

'
'怡々
 

と
し
て
三
昧
に
ひ
た
つ
て
ゐ
る
。
唯
無数

の

^
:
^
を
示
し
て
日
く、11

1

 

^
今
の
世
に
共
鳴
者
の
あ
る
べ
き菩
な
く
、
唯
だ
斯
く
し
て
^

：
| 

如
の
境
地
を
示
せ
ば
足
る
」
と
。
其
の
俗
流
に
超
越
し
て
高
^
^
る
風 

1

実

に
古
の
俳
哲
に
接
す
る
や
，
っ
だ
。
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私
は
霽
月
老
に
代
り
て
い
ふ
。

転
^

^

と
は
、
；^

心
を
詩
句
の
表
現
す
る
別
天
地
に
遊
離
し

、

1

 

三
1

に
#

^

す
る
の
時
、
一転

風
に
臨
み
て
這
裏
の
情

1

諷
詠
し 

来

る
を
い
ふ
の
で
あ
る
。
其
の
始
め
こ
そ会

心
の
詩
句
を
摘
み
て
題
と 

は
す
れ
、
暗
誦
玩
味
の
裏
に覚

え
ず
陶

—

に
入
り
し
時
は
、既

に
命 

題
を蝉
脱

し
て独

立
自
主
の
境
地
に
在
る訳

だ
。
此処

が
詩
句
を翻
訳
 

し
て
俳
句
を
成
す
も
の
と
は断

然
そ
の
趣
を
異
に
す
る
所
以
で
あ
る
。 

元来
翻
訳

に
於
て
は
作
者
の
個
性
は当

然没

却
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、 

に
至
り
て
は
、
作
者
の
1

は
躍々

と
し
て発

揮
す
る
。
何
故
か 

と
い
へ
ば
、翻
訳
は
一
^

の
範囲

に狭

く
：
^

一̂ざ
れ
る
に
反
し
て
、転
 

和
は̂

境
に
入
る
と
同
時
に
、
^

^

の
翅
を
思
ふ
ま
、
に
飛
躍
し
得 

る
か
ら
で
あ
る
。
且
つ翻
訳

は
原
作
の
再
版
で
あ
る
た
め
、

所
！！！

上 

更
に
屋
を¥

る
の
弊
を
免
か
れ
ぬ
が
、転

和
に
至
り
て
は
、
不即

不 

離
の
間
に
綿々

た
る
餘
情
を
繫
ぎ
、
：
^
相
俟
っ
て
妙
建
豆
か
な
る畫
 

面
を
表
は
し
、仮

令
こ
れ
を
分
&
'

る
も
各々
独

立
の
作
品
た
る
を
失 

は
ぬ
。転

和
の
妙
味
は実

に

爱
に
あ
る
。

と
。
1

は
更
に
語
を継

い
で
云
ふ
。

転

和
吟
と
は
、1

の
提
唱
に
か
、
る
が
、
1

は
必
ず
し
も1
 

に
創
っ
た
も
の
で
は
な
い
。
今
一
寸
思
ひ
浮
べ
て
も
^

の 

禁
城
春
色暁
蒼々
 

青
柳
や
吾
大
君
の
草
か
木
か 

の
如
き
は
堂々

た
る転

和
の

一
:
^

と
謂
へ
る
。
若
し
仔
細
に
古来

の 

句
馨
占
樸
し
た
な
ら
ば
、随

分
多
く
の転

和
吟
を発

見
し
得
る
に
違 ひ

な
い
。
殊
さ
ら
に
詩
句
を
記
載
せ
ず
と
も
、
其
麗
を
古
人
の
詩
句 

に
得
た
る̂

は
蓋
し数

ふ
る
に
い
と
ま
な
き
程
あ
ら
ぅ
。
蒲
村
の 

春
水
や
四
條
五
條
の
橋
の
下 

は
必
ら
ず
ゃ
壽
選
の

天
津
橋
下
陽
春
水
天
津
橋
上
繁
華
子 

に
#

^

し
た
に
違
ひ
な
い
。
又几

童
の 

あ
る
じ
なき几

帳
にと
ま
る蛍

か
な 

は
確
か
に
白楽

天
の
長
恨
歌
中
の 

タ
殿蛍

飛
思悄

然 

と
い
ふ
詩
句
に1

し
た
に
違
ひ
な
い
。
か
く
の
如
き
例
は
ど
の
俳
人 

に̂
\

少
あ
る
に
違
ひ
な
い
。
天
明
の
天

^
:

家
召
波
は
、.
始
め
漢
詩 

人
と
し
て
一
廉
の
見
識
を
具
へ
て
居
た
が
、
壽
の
門
に
入
り
て
よ
り
、 

繼

2

を
用
ひ
て
！

離
る
、
の
法
を
頓
悟
し
、
名
吟
『春
泥
集
』
を残
 

し
た
。
是
れ
量
兒
漢
詩
で
長
養
さ
れ
た
胎内

よ
り
俳
句
を
生
ん
だ
も
の 

で
、広

き
意
味
の転

和
吟
に
外
な
ら
ぬ
。

更
に転

和
吟
を広

き
意
味
に
鼓
張
し
て
云
へ
ば
、
五
星
龍
芭
蕉
の
半 

世
は
整
部
の転

和
を
以
て
終
れ
り
と
い
ふ
も
過

一一一
口
で
は
な
い。

「読
霽
月
句
集
」
第
一巻

子
太
夫
は
此
味
知
ら
ず
瓜
茄
子 

昭
和
七
年
十
月
十
六
日
の
北
羽
^

^

に
、，8

¢
¢：

は転
,
!̂
放
翁
の
稿
を
投 

じ
て
、
そ
の
は
し
が
き
に
、

「自
分
の転

和
吟
な
る
も
の
を
始
め
た
の
は
大
正
九
年
頃
で
あ
っ
た
。 

謂
昭
和
六
年
六
月
ま
で
の
作
品
中
よ

^

！11̂
8

び
て「一

!!I：

句
集
」
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第

I巻

と
し
て
世
に
出
し
た
の
で
あ
る
。
其
以
前
よ
り

1

の
1

1

に 

発

表
し
、
其.以
後
は専

ら
「日
本
及
日
本
人
」
に毎
号
発

表
し
て
居
る 

の
で
あ
る
が
、
嘗
て
！

3
¢

'の
反
響
も
な
く
只
友
人
等
の

 一：！！：̂

搂
の賛
 

辞

を
聞
き
し
の
み
で
あ
っ
た
。

独

り
我
が
格
堂
氏
は
能
く転

和
の真
髄

を
請
解
し
て
我
意
を
華
っ
せ 

し
め
た
の
で
あ
る
。
頃
日
子
自
ら転

和
吟
を
試
み
「北
羽
」
紙
上
に発
 

表
し
且
つ
自
分
の
批
評
を
求
め
て来

た
。
子
の
^

'
は
業
に
己
に
世
に 

定
評
あ
り
、
但転
一
^

何
と
見
る
に
不即

不
離転

じ
て
、
而
し
て
和
せ 

る
妙
誦
久
作
の
老
#

^

如
か
ず
、
天
涯
の
知
己
と
し
て
今
更
に
快
哉
を 

叫
ん
だ
の
で
あ
る
。
自
分
は
「日
本
及
日
本
人
」
に専

ら発

表
す
る
こ 

と
に
し
て
ゐ
る
が
子
の
「転

和
吟
に
應
へ
て
知
己
に
酬
ふ
る
を礼

と
し 

近
作
塾
早
を
「北
羽
」
に
^
!

す
る
こ
と
に
し
た
の
で
あ
る
。

「北
羽
」
は
吾
が
五
空
氏
の独

壇
場懐

し
き
醫
で
あ
る
。
願
は
く 

ば̂
4

の
#

增
|よ
り転

和
吟
の
共
鳴
を
大
に
し
以
て
天
下
に
批
評
を
希 

望
す
る
次
第
で
あ
る
。

と
し
次
の
五
句
を
示
す
。

孤
鶴
自
下
遼
天
來 

今
日
の
菊
吾
大
君
を
祝
ぎ
奉
る 

江
天
雨
霽
秋
光
老 

舷
に
飛
ぶ
は艫
や
月
爽
か 

草
書
落
紙
龍
蛇
走 

酒
量
亦
座
中
の
豪
や
今
日
の
月 

遊戯
杯
觴
近
百
年

晴
雨
復
た
眼
中
に
な
し
今
日
の
月 

身
健
心
間
百
慮軽
 

年々

や
古
き
垣
根
の
菊
白
し

七
年
十
一
月
二
十
日
の
霜
に
は
' 

格
堂
は
霜
の
主
筆
近
證
象
に
書

I

送
り
、

「南
風
の
不
競
を
嘆
じ
て転

和
吟
の
義
兵
を
待
つ
」
と
い
ふ
格 

堂
の¢

1
1
1

を
1

記
者
が̂
;

し
て
ゐ
る
。

貴
命拝

承転

和
織

I両

日
中
に
さ
し
上
可
申
候
。
日々

唱
和
者
の 

出
現
を
鶴
首
待
望
い
た
し
居
り
候
へ
ど
も
、
未
だ
一
人
の
義
に
唱
ふ
る 

を
聞
か
ず
、
南
風
不
競
を
嘆
す
る
の
み
。
想
ふ
に
餘
り
六
つ
か
し
く
考 

へ
居
る
な
ら
ん
、
必
ず
し
も
唐
詩
人
の
大
物
に
詩
句
を
求
む
る
の
要
な 

し
、
書
生̂
:

に
吟
誦
せ
し剣

舞
用
の
詩
に
て
も
可
な
り
。
暗
誦黙
会
 

せ
る
詩
句
な
ら̂I

I

で
も
よ
し
、
心
に会

し
て
諷
詠
せ
ば
可
な
り
。
乞 

ふ
貴
兄
よ̂
;一 !

作
如
何
。
若
し
誤
り
て
之
を
遊戯

視
せ
る
な
ら
ば
老 

生
更
に呶
々

を
惜
ま
ず
。

8
¢
¢：

の転

和
吟
を読

み
て
先
づ
第
一
に
德
な
る
は
其
？̂

の
詞
句 

な
り
。
例
へ
ば
陸
放
翁
に
し
て
も
佳
句
の発

見
何
ぞ
必
ず
し
も

1

を 

俟
た
ん
。
但
だ霄

が
引
用
の
用
意
を
見
て々

の
心
境
を
卜
す 

る
を
得
、
是
れ
第
一
の
快
事
な
り
。曩

日
！！

和
中
に
彼
が
引 

用
せ
る未

肯
高
眼
成
老
態
却
像
危
座
得
新
詩 

を読

め
ば
六
十
蠢
の霄

が尚

ほ
産
業
組
合
の為

に
裏
西
走
席
暖 

ま
る
^

^

く
、
そ
の
間
！！^
船
中転
,

^
を廃

せざ
る
を推
察
し
得 

べ
し
、
誰
か
い
ふ転

和
の
遊戯

に
個
性顕

は
れ
ず
と
。
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更
に
又

鏡
中
衰鬢

難
藏
老
海内
虚

名
不
救
貧 

の
如
き実

に会

心
の
着
で
あ
る
。
老
生
は曽

て
高青

^&

5

耽
み 

海内

盛
名
不
救
貧 

の
句
を
見
出
し独

り
威
簽
の
餘

I

人
茅
原
へ
此
一
向
を教

へ
て 

や
り
、̂

3

は
之
を
屢々

其
文
に
利
用
し
た
こ
と
が
あ
る
。
ム
塵
放
翁 

詩
中
に
盛
名
が虚

名
と
な
り
た
る
同
一
句
に
逢
着
し
感
^
量
で
あ
る 

と
同
時
に
、1

が
こ
れ
を
^
用
し
た
る
心
境
に
共
鳴
を
禁
じ
得
な
い 

の
で
あ
る
。

今
日
の
菊
あ
り
し
大
御
代
仰
き
け
り 

俳
句
を学

ば.ざ
る
者
も
亦
此
句
に
感
激
す
る
に
違
ひ
な
い
。
人
間
の
心 

に
古
今
東
西
な
し
。^

は
之
を
傳
ふ
る
道
具
に
過
ぎ
な
い
。
陸
放
翁 

も
1

も
芭—

皆
一
堂
に
在
り
。
北
羽
1

の
一
隅
に
在
り
。
此楽
 

は
王
侯
も
知
る
を
得
す
、
又
快
な
ら
ず
や
、転

^

の̂
義
兵
を
待
ち
設 

け
る
次
第
な
り
、

十

一
月

十
四

日
雨

窓资

里
老

生
 

菊
秀
詞
兄 

衆
流帰

海
意
菌
奉
君
心 

一
系
の
天
子
の国

や
菊
日
和 

^
堂
は
結
ん
で転

和
吟
作
者
の続

出
を
待
望
し
て

い
る。

後
屋
は
5

晶
和
吟
」
と
題
し
て
4
-
I

月
ニ
十
三
日(十
句
)、
ニ 

十
五
日(4

-

句
)

、
二
十
七
日
(
十
句)
、
十
二
月
三
日(十
句
)、
十
二 

3.ハ；！！

(
和
句)
を
物
し
て霄

の
批
評
を
求
め
て
い
る
。
次
い
で
八
月
に は

近
主
筆
が
、
我
が転
和
吟
習
作発
表
に
っ
い
て
と
題
す
る
一
文
あ 

り
、

日

く
。「わ

が転

和
吟
習
作発

表
に
就
い
て
」
な
ど
、
物々

し
い
物
の
言
い 

方
を
す
る
に
も
及
ば
ぬこと、笑
ふ
人
もあ
ら
ぅ
が、こ
の
愚
詠
を発
 

表
す
る
事
は
、
私
に
と
つ
て
1

生
活
にI

の
エ
ポ
ッ
ク
を
劃
す
る
も 

の
で
あ
る
と
共
に
、
全
日
本
の
^

に
於
て
も
亦
相当

の
重
1

を
持 

つ
も
の
であ
ら
ぅと
自
負
す
る
が為

め
に
、
敢
え
て
爰
に
言
を為

さ
ん 

と
す
るの
であ
る
(下
略
〕
0 

と。
そ
し
て
、1

が
〇
点
を
打
っ
た
句
を
、

畢
竟
功
名属
蛇
足 

宝
刀
に
砥
の
粉
打
ち
け
り
冬
籠 

古
性
今
來
我独

新 

窓
外
の
寒
月
水
の
如
き
か
な 

乾
坤
無
家
去
何
去 

蒼
天
や
た
ま
-
^̂
過
ぐ
る
冬
の
雁 

と
あ
げ
て
い
る
。

望
は
十
二
月
十
日
よ
り
二
十
四
日
ま
で
七
度
に
わ
た
り
、
「隠

居餳

舌
」 

と
題
し
て̂
一
を̂
^

に掲

げ
て
い
る
が
、
そ
の
十
日
の
も
の
は
芭
蕉
と
杜 

甫
と
を
げ
て
い
て
興
味
深
い
文
章
な
の
で
頂
き
た
い
。

芭
蕉
の
居
常—

1

し
た
る
は
西
行
法
師
の
山
家
集
と
唐
の
杜
エ 

部
集
で
あ
っ
た
と
い
ふ
。
私
は
西
！̂

師
の
歌
に
感
心
し
得
な
い
も
の 

で
あ
る
が
、
芭
蕉
は
其
の
心
^

:
境
遇
よ
り
山
家
集
の
セ
ン
チ
メ 一 31—



ン
タ
ル
な
風壊

に
共
鳴
し
た
も
の
で
あ
ら
う
。
私
は
嘗
て
|
^
！̂

館 

で
西
行
の
！^！
をI

見
し
た
こ
と
が
あ
る
が
、
芭
蕉
は
西
行
の
人

 ̂

拝

の
餘
り
、
其
手
蹟
ま
で
^

し
て
い
る
と
思
ふ
た
。
芭
蕉
は
何
故
万 

葉
集
を
愛読

し
な
か
つ
た
か
と
疑
ふ
こ
と
も
あ
る
が
、
し
か
し
芭
蕉
の 

に
は
一
般
に
難
，孤
難
解
の
書
と
見
倣
さ
れ
て
ゐ
た
こ
と
を
思
へ
ば
、 

^2
ひ
咎
む
る
に
も^
は
ぬ
。当

時
の
芭
蕉
の学

殖
よ
り
想
像
す
れ
ば
、 

‘寧
ろ
本
朝
の1
^

集
よ̂
1̂
5
詩
の
方
が
#郝

み
や
す
く
又
親
し
み
易
か 

つ
た
の
に
違
ひ
な
い
。
唐
詩
の
中
で
も
特
に
沈
痛
に
し
て
在
重
な
杜
甫 

の
詩
に
共
鳴
し
た
の
は
芭
蕉
の

1

よ
り
推
察
し
て当

然
な
や
う
に
思 

は
れ
る
。
惟
ふ
に
芭
蕉
は
^1¢
杜
甫
の
詩
を
暗
麗
八
鬚叟

も
忘
れ
な 

か
つ
た
程
心
服
せ
し
に
相
違
な
い
。
若
し
芭
蕉
が
漢
詩
を
作
つ
た
と
し 

た
ら
杜
甫
の塁

を

1
+

'る
も
の
が
あ
つ
た
で
あ
ら
う
。
所
が
大
和
心
と 

大
和
言
葉
に
愛
着
深
か
り
し
色
蕉
は
、
そ
の
感懐

の
表
現
を
三
十

I

文 

字
の
形
式
に
出
で
な
か
つ
た
所
を
見
る
と
、
彼
が

-̂
6
〇
家
集
を
雲07〇 

せ
し
は
、
西
行
の
和
歌
そ
の
物
よ
^

'
寧
ろ
其
の
人
品
風
奪
景
仰
し 

て
居
た
の
か
と^
^

せ
ら
れ
る
。̂
て
、
^

？
に
於
て
は
、当

^
^
林 

I

派
の
低
調
卑辞

に
飽
き
足
ら
ず
、独

自
一
個
の
見
識
に
よ
り
て
霞
明 

正
風
を
唱
へ
出
し
た
の
で
あ
ら
う
が
、静

か
に
そ
の
椽
り
て来

る
と
こ 

—

考
へ
れ
ば
、
杜
甫
の
感
化
與
て
多
き
に
居
る
と

1
2̂

'る
。
或
は
私 

の
臆断

か
も
知
れ
ぬ
が
、

「古
池
や
娃
飛
び込

む
水
の
音
」
な
る
句
を 

吐
く
前
に
、
芭
蕉
の脳

中
に
は
必
ら
ず
や
〃
鳥
啼
山
更
幽
"
の
詩
句
が 

横

は
つ
て
居
た
に
違
ひ
な
い
。
さ
れ
ば
と
て
古
池
の
名
吟
が
此
の
詩
句 

の翻

案
な
り
と
云
ふ
の
で
は
な
い
。
！

^

暗
誦
玩
味
せ
る
詩
句
が
、
不

里
見
の
間
に1

し
て
作
句
を
促
す
こ
と
は
^

と
雖
も
屢々

篇
す
 

る
所
であ
る。豫
め
一
定
の
詩
句
を

©
8

と
し
て
意
^
に転

和
を
試 

む
る
と
は
異
り
、
偶
然
或
る
情
景
に
接
し
た
る
其
の

1

、

誦 

せ
る成
句
が
1

の
間
に
心
頭
に
上
り
、
無
意
識
に転

和
の
句
を
吐
く 

こ
と
あ
る
は
古
人
今
人
更
に変

り
は
な
い
。
芭
蕉
の
古
池
の
吟
も
亦
無 

1|鐵

の転

和
吟
と
い
ふ
て
差
支
な
い
。
牽強
^

^

の
訛
あ
ら
ん
も
、
私 

が芭
蕉
^
^
の
作
は
杜
氏
の転

和
で
あ
る
と
い
ふ
も
此
意
味
に
外
な
ら 

ぬ
。大

自
然
の8

^

に
打
た
れ
驚
魂
感
嘆
の
餘
^
一
人
の
槽
柏
に
想
到
す 

る
0，，
^

く
、
立
ど
こ
ろ
に
直
情
塞
5
に
訴
へ
た
|
例
と
し
て
は

荒
海
や
佐
渡
に横
た
ふ
天
の
川 

の
如
き
！̂

的
なもの
で
あ
ら
ぅ
。

病
雁
の
夜
寒
に
落
ち
て
旅寝

か
な 

2

^
1写

生
の
句
で
は
な
い
。
此
の
一
魯
焦
の
舌
端
に
百転

す
る
間 

に
、
平
生
暗
誦
玩
味
せ
し
杜
裏
他
の
詩
句
が
幾
度
か
其
心
頭
に
出没
 

し
た
こ
と
で
あ
ら
ぅ。是れ
無
意
識
の転

和
吟
と称

し
て
可
な
る
も
の 

、
一
であ
る。
(
23
ベー

ジ
へ続
く)

子
規
会
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